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①
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略
①

④
略

～
～

⑤
７
欄
の

イ
１

は
建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し

⑤
７
欄
の

イ
１

は
建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し
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（
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「
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（
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、
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、
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く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区

建
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基
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高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
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法
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条
第
１
項
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１
号
か
ら
第
６
号

5
2
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、
、

ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

、
、

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層

5
3

5
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住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い

住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
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「
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、
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異
な
る
地
域
等

と
い
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に
わ
た
る
場
合
に
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い
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用
途
地
域
が
異
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異
な
る
地
域
等

と
い
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に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
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」

）
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、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記

、
、

。
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敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

入
し
て
く
だ
さ
い

イ
２

は
同
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

イ
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は
同
法
第
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第

項
の
規
定
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適
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す
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場
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、
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、
、

同
条
第

項
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規
定
に
基
づ
き

イ
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で
記
入
し
た
敷
地
面
積
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対

同
条
第

項
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規
定
に
基
づ
き
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入
し
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敷
地
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積
に
対
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「
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、
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応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線

応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線

、
、

又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除

又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
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い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（
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⑥
・
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略
⑥
・
⑦
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⑧
建
築
物
の
敷
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建
築
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法
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条
第
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は
第
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に
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建
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す
る
場
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し
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れ
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す
る
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し
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第
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の
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定
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れ
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お
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て
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定
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お
い
て
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し
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規
定
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定
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建
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づ
き
定
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建
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し
く
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第

項
1
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1
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の
規
定
が
適
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れ
る
場
合
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け
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当
該
建
築
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積
率
を
記
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て
く

の
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定
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場
合
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該
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積
率
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建
築
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新
設

、
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当
該
特
例
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

⑩
建
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く
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項
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物
の
建
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率
を
記
入
し
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物
の
建
ぺ
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率
を
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の
面
積
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す
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床
面
積
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の
面
積
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敷
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築
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住
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の
３
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合
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お
い
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敷
地
内
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件
知
恵
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物
の
住
宅
の

の
３
分
の
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超
え
る
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お
い
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敷
地
内
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件
知
恵
区
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の
住
宅
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、
、

用
途
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供
す
る
部
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床
面
積
の
合
計
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３
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の
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の
面
積

ハ
に
記

用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
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面
積

ハ
に
記
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「

」
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「

」

、
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入
し
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床
面
積
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び

ニ
に
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入
し
た
床
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積

こ
の
面
積
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敷
地
内
の
建

入
し
た
床
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積
及
び

ニ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積
が
敷
地
内
の
建

「

」

（

「

」

（

築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
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を
超
え
る
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合
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お
い
て
は

敷
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
、

、

地
内
の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
の
面
積

を
除
い
た
面

地
内
の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
の
面
積

を
除
い
た
面

）

）

積
と
し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

積
と
し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第
９
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

。
。

5
2

1
0

5
2

、
、

に
お
い
て
は

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
敷
地
面
積
は

７
欄

に
お
い
て
は

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
敷
地
面
積
は

７
欄

「

」

「

」

、
、

、
、

。
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」
（

）

「

」
（

）
ホ

２
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

ホ
２

に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

○

（

）

○

（

）

⑲
略

⑱
略

2
5

2
4

～
～
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法
第

条
の
７
又
は
法
第

条
の
８
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お

○

8
6

8
6

2
6

（

8
い
て
は

工
事
の
完
了
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
法
第
３
条
第
２
項

法
第

、

条
の
９
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

適
用
を
受
け
な
い
規

6

）

。

定
並
び
に
当
該
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
時
期
及
び
理
由
を

欄
又

1
8

。

は
別
紙
に
記
載
し
て
添
え
て
く
だ
さ
い

○
・
○

（

）

○
・
○

（

）

2
7

2
8

2
5

2
6

略
略

（

）

（

）

５
・
６

略
５

・
６

略

．
．

．
．

）

（

）

（

第
三
号
様
式

第
一
条
の
三

第
十
一
条
の
四
関
係

Ａ
４

Ａ
４

（

）

第
三
号
様
式

第
一
条
の
三

第
十
一
条
の
七
関
係

（

）

、
、

（

）

（

）

建
築
計
画
概
要
書

第
一
面

建
築
計
画
概
要
書

第
一
面

建
築
主
等
の
概
要

建
築
主
等
の
概
要

【

】

【

】

１
建
築
主

１
建
築
主

．
．

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

イ
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ

ニ
住
所

略
イ

氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ

ニ
住
所

略
．

．
．

．

【

】

ホ
電
話
番
号

．

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

２
代
理
者

７
備
考

略
２

代
理
者

７
備
考

略

．
．

．
．

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
三
面

第
三
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

（

）

（

）

注
意

略
注
意

略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
十
号
様
式

第
三
条
関
係

Ａ
４

第
十
号
様
式

第
三
条
関
係

Ａ
４

（

）

（

）

確
認
申
請
書

工
作
物

確
認
申
請
書

工
作
物
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（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

【

】
～
【1

1

】

（

）

【

】
～
【1

1

】

（

）

１
築
造
主

備
考

略
１

築
造
主

備
考

略

．
．

．
．

（

）

（

）

注
意

注
意
（

）

（

）

１
２

略
１

２
略

．
・

．
．

・
．

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
⑫

①
⑫

略
略

～
～

法
第

条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

条
の
７
第
１
項

法
第

条
⑬

8
8

8
6

（

4
8

第
１
項
か
ら
第

項
ま
で
及
び
法
第

条
に
係
る
部
分
に
限
る

の
規
定
の

1
2

5
1

）
。

適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は

工
事
の
完
了
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
法

、

。

第
３
条
第
２
項

法
第

条
の
９
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

（

8
6

適
用
を
受
け
な
い
規
定
並
び
に
当
該
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
時

）

。
期
及
び
理
由
を

欄
又
は
別
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

1
0

（

）

（

）

⑭
・
⑮

略
⑬
・
⑭

略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
十
一
号
様
式

第
三
条
関
係

Ａ
４

第
十
一
号
様
式

第
三
条
関
係

Ａ
４

（

）

（

）

確
認
申
請
書

工
作
物

確
認
申
請
書

工
作
物

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

【

】
～
【1
1

】

（

）

【

】
～
【1

1

】

（

）

１
築
造
主

備
考

略
１

築
造
主

備
考

略

．
．

．
．

（

）

（

）
注
意

注
意

（

）

（

）

１
２

略
１

２
略

．
・

．
．

・
．

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）
①

⑫
①

⑫
略

略
～

～

法
第

条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

条
の
７
第
１
項

法
第

条
⑬

8
8

8
6

（

4
8
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第
１
項
か
ら
第

項
ま
で
及
び
法
第

条
に
係
る
部
分
に
限
る

の
規
定
の

1
2

5
1

）

。

適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は

工
事
の
完
了
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
法

、

。

第
３
条
第
２
項

法
第

条
の
９
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

（

8
6

適
用
を
受
け
な
い
規
定
並
び
に
当
該
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
時

）

。

期
及
び
理
由
を

欄
又
は
別
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

1
1

（

）

（

）

⑭
・
⑮

略
⑬
・
⑭

略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
十
二
号
様
式

第
三
条

第
十
一
条
の
四
関
係

Ａ
４

第
十
二
号
様
式

第
三
条

第
十
一
条
の
七
関
係

Ａ
４

、
、

（

）

（

）

築
造
計
画
概
要
書

第
一
面

築
造
計
画
概
要
書

第
一
面

【

】

【

】

１
築
造
主

１
築
造
主

．
．

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

イ
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ

ニ
住
所

略
イ

氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ

ニ
住
所

略

．
．

．
．

【

】

ホ
電
話
番
号

．

【

】
～
【1

1

】

（

）

【

】
～
【1

1

】

（

）

２
代
理
者

備
考

略
２

代
理
者

備
考

略

．
．

．
．

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

（

）

（

）

注
意

略
注
意

略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
二
十
一
号
様
式

第
四
条
の
四
関
係

Ａ
４

第
二
十
一
号
様
式

第
四
条
の
四
関
係

Ａ
４

建
築
基
準
法
第
７
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る

建
築
基
準
法
第
７
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る

検
査
済
証

検
査
済
証

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）
１

５
略

１
５

略

．
．

．
．

～
～
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６
検
査
後
も
引
き
続
き
法
第
３
条
第
２
項

法
第

条
の
９
第
１
項
に
お
い
て

．

（

8
6

準
用
す
る
場
合
を
含
む

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は

そ
の
根
拠
と

。

）

、

な
る
規
定
及
び
不
適
合
の
規
定

（

）

（

）

７
・
８

略
６

・
７

略

．
．

．
．

（

）

（

）

（

）

（

）

注
意

略
注
意

略
（

）
（

）

（

）
（

）

第
二
十
四
号
様
式

第
四
条
の
六
関
係

Ａ
４

第
二
十
四
号
様
式

第
四
条
の
六
関
係

Ａ
４

建
築
基
準
法
第
７
条
の
２
第
５
項
の
規
定
に
よ
る

建
築
基
準
法
第
７
条
の
２
第
５
項
の
規
定
に
よ
る

検
査
済
証

検
査
済
証

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

１
５

略
１

５
略

．
．

．
．

～
～

６
検
査
後
も
引
き
続
き
法
第
３
条
第
２
項

法
第

条
の
９
第
１
項
に
お
い
て

．

（

8
6

準
用
す
る
場
合
を
含
む

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は

そ
の
根
拠
と

。

）

、

な
る
規
定
及
び
不
適
合
の
規
定

（

）

（

）

７
・
８

略
６

・
７

略

．
．

．
．

（

）

（

）

（

）

（

）

注
意

略
注
意

略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
二
十
五
号
様
式

第
四
条
の
七
関
係

Ａ
４

第
二
十
五
号
様
式

第
四
条
の
七
関
係

Ａ
４

建
築
基
準
法
第
７
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
る

建
築
基
準
法
第
７
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
る

完
了
検
査
結
果
報
告
書

完
了
検
査
結
果
報
告
書

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）
１

６
略

１
６

略

．
．

．
．

～
～

（

8
6

（

）

７
検
査
後
も
引
き
続
き
法
第
３
条
第
２
項

法
第

条
の
９
第
１
項
に
お
い
て

新
設

．
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準
用
す
る
場
合
を
含
む

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は

そ
の
根
拠
と

。

）

、

な
る
規
定
及
び
不
適
合
の
規
定

（

）

（

）

８
・
９

略
７

・
８

略

．
．

．
．

1
0

（

）

（

）

．
．

検
査
結
果

法
不
適
合
の
場
合
は

事
由
を
記
載

９
検
査
結
果

不
適
合
の
場
合
は

事
由
を
記
載

、
、

．
．

．
．

1
1

・1
2

1
0

・1
1

（

）
（

）

（

）
（

）

第
三
十
二
号
様
式

第
四
条
の
十
四
関
係

Ａ
４

第
三
十
二
号
様
式

第
四
条
の
十
四
関
係

Ａ
４

建
築
基
準
法
第
７
条
の
４
第
６
項
の
規
定
に
よ
る

建
築
基
準
法
第
７
条
の
４
第
６
項
の
規
定
に
よ
る

中
間
検
査
結
果
報
告
書

中
間
検
査
結
果
報
告
書

（

）

（

）

略
略

記
記

（

）

（

）

１
９

略
１

９
略

．
．

．
．

～
～

1
0

（

）

1
0

（

）

．
．

検
査
結
果

法
不
適
合
の
場
合
は
事
由
を
記
載

検
査
結
果

不
適
合
の
場
合
は
事
由
を
記
載

1
1

～1
3

（

）

1
1

～1
3

（

）

．
．

．
．

略
略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
三
十
六
号
の
二
の
四
様
式

第
五
条
関
係

Ａ
４

第
三
十
六
号
の
二
の
四
様
式

第
五
条
関
係

Ａ
４

定
期
調
査
報
告
書

定
期
調
査
報
告
書

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

【

】
・
【

】

（

）

【

】
・
【

】

（

）

１
所
有
者

２
管
理
者

略
１

所
有
者

２
管
理
者

略

．
．

．
．

【

】

【

】

３
調
査
者

３
調
査
者

．
．

【

】

【

】

イ
資
格
等

イ
資
格
等

．
．

建
築
士

登
録
第

号
建
築
士

登
録
第

号

（

）

（

）

（

）

（

）

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

登
録
調
査
資
格
者
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

特
殊
建
築
物
等
調
査
資
格
者
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号
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【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

ロ
氏
名

ヘ
電
話
番
号

略
ロ

氏
名

ヘ
電
話
番
号

略

．
．

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

４
報
告
対
象
建
築
物

略
４

報
告
対
象
建
築
物

略

．
．

【

】

【

】

５
調
査
に
よ
る
指
摘
の
概
要

５
調
査
に
よ
る
指
摘
の
概
要

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
三
面

第
三
面

調
査
等
の
概
要

調
査
等
の
概
要

【

】

（

）

【

】

（

）

１
調
査
及
び
検
査
の
状
況

略
１

調
査
及
び
検
査
の
状
況

略
．

．

【

】

【

】

２
敷
地
の
調
査
状
況

２
敷
地
の
調
査
状
況

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略

【

】

【

】

３
一
般
構
造
の
調
査
状
況

３
一
般
構
造
の
調
査
状
況

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略

【

】

【

】

４
構
造
強
度
の
調
査
状
況

４
構
造
強
度
の
調
査
状
況

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．



- 9 -

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略

【

】

【

】

５
耐
火
構
造
等
の
調
査
状
況

５
耐
火
構
造
等
の
調
査
状
況

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略

【

】

【

】

６
避
難
施
設
等
の
調
査
状
況

６
避
難
施
設
等
の
調
査
状
況

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略

【

】

（

）

【

】

（

）

７
備
考

略
７

備
考

略
．

．

（

）

（

）

注
意

注
意

（

）

（

）

１
略

１
略

．
．

２
第
一
面
関
係

２
第
一
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
・
②

略
①
・
②

略

③
３
欄
の

イ
は

調
査
者
の
有
す
る
資
格
等
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ

③
３
欄
の

イ
は

調
査
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「

」

「

」

、
、

い
調
査
者
が
第
４
条
の

第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
登
録
調
査
資
格
者
講

第
４
条
の

第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
特
殊

。
。

2
0

2
0

習
又
は
建
築
士
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

平
成

年
国
土
交

建
築
物
等
調
査
資
格
者
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の

（

1
6

6
7

）

2
0

「

通
省
令
第

号
に
よ
る
改
正
前
の
第
４
条
の

第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る

講
習
を
修
了
し
た
場
合
は

そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を

、

国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
特
殊
建
築
物
等
調
査
資
格
者
と
し
て
必
要
な
知
識

特
殊
建
築
物
等
調
査
資
格
者
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

の
番
号
欄
に
記

」

。

及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
場
合
は

そ
の

入
し
て
く
だ
さ
い

、

旨
を
証
す
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を

登
録
調
査
資
格
者
講
習
を
修
了
し

「。

た
者

の
番
号
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

」
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（

）

（

）

④
略

④
略

⑤
第
三
面
の
２
欄
か
ら
６
欄
ま
で
の
い
ず
れ
か
の

イ
に
お
い
て

不
適
合

⑤
第
三
面
の
２
欄
か
ら
６
欄
ま
で
の
い
ず
れ
か
の

イ
に
お
い
て

法
不
適

「

」

「

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

の
指
摘
あ
り

又
は

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
合
の
指
摘
あ
り

又
は

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

マ
ク
を
入
れ
た
と
き
は

５
欄
の

イ
の

不
適
合
の
指
摘
あ
り

又
レ

マ
ク
を
入
れ
た
と
き
は

５
欄
の

イ
の

法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

」

ー

「

」

「

」

」

ー

「

」

「

、
、

は
要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

又
は

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を

「

」

「

」

ー

」

「

」

「

」

ー

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
き
は

指
摘
な
し

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

入
れ

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
き
は

指
摘
な
し

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ

「

」

「

」

、
、

、
、

に
レ

マ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

ま
た

第
三
面
の
２
欄
か
ら
６
欄
ま

ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

ま
た

第
三
面
の
２
欄
か
ら
６

「

」

ー

「

」

ー

。
。

、
、

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

で
の

イ
の

不
適
合
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

欄
ま
で
の

イ
の

法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

ク
を
入
れ
た
も
の
の
全
て
に
お
い
て

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ

レ
マ

ク
を
入
れ
た
も
の
の
全
て
に
お
い
て

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ

ー

「

」

」

ー

「

」

、
、

ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き
は

併
せ
て
５
欄
の

イ
の

既
存

ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き
は

併
せ
て
５
欄
の

イ
の

「

」

ー

「

」

「

「

」

ー

「

」

、
、

不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ

」

「

」

ー

「

」

「

」

ー

。

。

い

（

）

（

）

⑥
・
⑦

略
⑥
・
⑦

略

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

～

（

）

～

（

）

①
⑬

略
①

⑬
略

⑭
は

７
欄

法
第

条
の
８
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て

8
6

、

。

に
そ
の
旨
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

（

）

（

）

⑮
略

⑭
略

４
第
三
面
関
係

４
第
三
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
④

略
①

④
略

～
～

⑤
２
欄
か
ら
６
欄
ま
で
の

イ
は

そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
建
築
基
準
法
又
は

⑤
２
欄
か
ら
６
欄
ま
で
の

イ
は

そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
建
築
基
準
法
又
は

「

」

「

」

、
、

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
項
目
が
あ
る
と
き
は

不
適
合
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

た
項
目
が
あ
る
と
き
は

法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

「

」

「

「

」

レ
マ

ク
を
入
れ

当
該
項
目
の
全
て
に
つ
い
て
建
築
基
準
法
第
３
条
第
２

レ
マ

ク
を
入
れ

当
該
項
目
の
全
て
に
つ
い
て
建
築
基
準
法
第
３
条
第

」

「

」

ー

ー

、
、

項
同
法
第

条
の
９
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

の
規
定

２
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は

（

8
6

）

。

の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
併
せ
て

既
併
せ
て

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て

「

「

」

「

」

ー

存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

ま
た

法
不
適
合
に
は
該
当
し
な
い
が
保
安
上
危
険
又
は
衛
生
上

」

「

」

ー

。
。

、
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ま
た

法
不
適
合
に
は
該
当
し
な
い
が
劣
化
が
進
行
し

保
安
上
危
険
又
は
衛

有
害
な
状
況
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
項
目
が
あ
る
と
き
は

、
、

生
上
有
害
な
状
況
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
項
目
が
あ
る
と

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て

「

」

「

」

ー

。

き
は

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入

く
だ
さ
い

「

」

「

」

ー
。

れ
て
く
だ
さ
い

⑥
２
欄
か
ら
６
欄
ま
で
の

イ
の

不
適
合
の
指
摘
あ
り

又
は

要
注
意

⑥
２
欄
か
ら
６
欄
ま
で
の

イ
の

法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

又
は

要
注

「

」

「

」

「

「

」

「

」

「

」

「

」

ー

（
「

」

「

」

ー

（

の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き

意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き
を
除

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き
を

」

「

」

ー

「

」

「

」

ー

く
は

ロ
の
該
当
す
る
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を

除
く

は
ロ

の
該
当
す
る
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク

。
。

）

「

」

「

」

）

「

」

「

」

ー

ー

、
、

入
れ

指
摘
の
内
容
を
別
紙
に
記
載
し
て
添
え
て
く
だ
さ
い

な
お

そ
の

を
入
れ

指
摘
の
内
容
を
別
紙
に
記
載
し
て
添
え
て
く
だ
さ
い

な
お

そ

。
。

「

「

、
、

、
、

他
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き
は

併
せ
て
そ

の
他

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き
は

併
せ
て

」

「

」

ー

」

「

」

ー

、
、

。
。

の
概
要
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
概
要
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

⑦
２
欄
か
ら
６
欄
ま
で
の

イ
の

不
適
合
の
指
摘
あ
り

又
は

要
注
意

⑦
２
欄
か
ら
６
欄
ま
で
の

イ
の

法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

又
は

要
注

「

」

「

」

「

「

」

「

」

「

の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
当
該
指
摘

意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
当
該
指

」

「

」

ー

」

「

」

ー

を
う
け
た
項
目
に
つ
い
て
改
善
予
定
が
あ
る
と
き
は

ハ
の

有
の
チ
ェ

摘
を
う
け
た
項
目
に
つ
い
て
改
善
予
定
が
あ
る
と
き
は

ハ
の

有
の
チ

「

」

「

」

「

」

「

」

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

併
せ
て
改
善
予
定
年
月
を
記
入
し

ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

併
せ
て
改
善
予
定
年
月
を
記
入

「

」

ー

「

」

ー

、
、

具
体
的
な
改
善
内
容
を
定
め
て
い
る
場
合
は
別
紙
に
記
入
し
て
添
え
て
下
さ

し
具
体
的
な
改
善
内
容
を
定
め
て
い
る
場
合
は
別
紙
に
記
入
し
て
添
え
て
下

、
、

。
。

い
さ
い

（

）

（

）

⑧
略

⑧
略

（

）
（

）
（

）

（

）

第
三
十
六
号
の
二
の
五
様
式

第
五
条

第
十
一
条
の
四
関
係

Ａ
４

略
新
設

、

（

）
（

）

（

）
（

）

第
三
十
六
号
の
三
様
式

第
六
条
関
係

Ａ
４

第
三
十
六
号
の
三
様
式

第
六
条
関
係

Ａ
４

定
期
検
査
報
告
書

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
に
規
定
す
る
昇
降
機
等
を
含
む
昇
定
期
検
査
報
告
書

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
に
規
定
す
る
昇
降
機
等
を
含
む
昇

（

8
8

（

8
8

）

）

降
機

降
機

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略
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【

】
・
【

】

（

）

【

】
・
【

】

（

）

１
所
有
者

２
管
理
者

略
１

所
有
者

２
管
理
者

略

．
．

．
．

【

】

【

】

３
検
査
者

３
検
査
者

．
．

イ
資
格

建
築
士

登
録
第

号
イ

資
格

建
築
士

登
録
第

号

【

】

（

）

（

）

【

】

（

）

（

）

．
．

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

登
録
昇
降
機
検
査
資
格
者
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

昇
降
機
検
査
資
格
者
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

ロ
氏
名

ヘ
電
話
番
号

略
ロ

氏
名

ヘ
電
話
番
号

略

．
．

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

４
報
告
対
象
建
築
物

略
４

報
告
対
象
建
築
物

略

．
．

【

（

8
8

）
】

【

（

8
8

）
】

５
報
告
対
象
昇
降
機

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
に
規
定
す
る
昇
降
機
等
を
含
む

５
報
告
対
象
昇
降
機

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
に
規
定
す
る
昇
降
機
等
を
含
む

．
。

．
。

【

】
（

）

（

）

【

】
（

）

（

）

イ
検
査
対
象
昇
降
機
の
台
数

台
の
う
ち
不
適
合
の
指
摘
が
あ
る
も
の

台
イ

検
査
対
象
昇
降
機
の
台
数

台
の
う
ち
法
不
適
合
の
指
摘
が
あ
る
も
の

台

．
．

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

昇
降
機

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
に
規
定
す
る
昇
降
機
等
を
含
む

の
状
況
昇
降
機

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
に
規
定
す
る
昇
降
機
等
を
含
む

の
状
況

（

8
8

）

（

8
8

）

。
。

等
等

【

（

8
8

）
】
・
【

】

（

【

（

8
8

）
】
・
【

】

（

１
建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
に
規
定
す
る
昇
降
機
等
を
含
む

２
検
査
日

１
建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
に
規
定
す
る
昇
降
機
等
を
含
む

２
検
査
日

．
。

．
．

。
．

）

）

略
略

【

】

【

】

３
検
査
者

３
検
査
者

．
．

イ
資
格

建
築
士

登
録
第

号
イ

資
格

建
築
士

登
録
第

号

【

】

（

）

（

）

【

】

（

）

（

）

．
．

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

登
録
昇
降
機
検
査
資
格
者
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

昇
降
機
検
査
資
格
者
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

ロ
氏
名

ヘ
電
話
番
号

略
ロ

氏
名

ヘ
電
話
番
号

略

．
．

．
．

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

４
保
守
業
者

６
遊
戯
施
設
の
概
要

略
４

保
守
業
者

６
遊
戯
施
設
の
概
要

略

．
．

．
．
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【

】

【

】

７
検
査
の
状
況

７
検
査
の
状
況

．
．

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

□
指
摘
な
し

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

□
指
摘
な
し

【

】

（

）

【

】

（

）

．
．

（

）

（

）

略
略

【

】

（

）

【

】

（

）

８
備
考

略
８

備
考

略

．
．

（

）

（

）

注
意

注
意

（

）

（

）

１
略

１
略

．
．

２
第
一
面
関
係

２
第
一
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
④

略
①

④
略

～
～

⑤
３
欄
の

イ
は

検
査
者
の
有
す
る
資
格
等
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ

⑤
３
欄
の

イ
は

検
査
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「

」

「

」

、
、

さ
い

検
査
者
が
第
４
条
の

第
２
項
第
２
号
に
規
定
す
る
登
録
昇
降
機

第
４
条
の

第
４
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
昇
降
機
検
査

。
。

2
0

2
0

検
査
資
格
者
等
又
は
建
築
士
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

平
資
格
者
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
を
修
了
し

（

成
年
国
土
交
通
省
令
第

号
に
よ
る
改
正
前
の
第
４
条
の

第
４
項
に

た
場
合
は

そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を

昇
降
機
検
査
資

1
6

6
7

）

2
0

「

、

。

規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
昇
降
機
検
査
資
格
者
と
し
て
必
要
な

格
者
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

の
番
号
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

」

知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
場
合
は

そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を

登
録
昇
降
機
検
査
資
格

「

、

。

者
講
習
を
修
了
し
た
者

の
番
号
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

」

・

（

）

（

）

⑥
⑦

略
⑥
・
⑦

略

⑧
５
欄
の

ロ
は

指
摘
が
あ
つ
た
昇
降
機
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ

⑧
５
欄
の

ロ
は

指
摘
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
特
に
報
告
す
べ
き
事
項
が
あ

「

」

「

」

、
、

。
。

い
れ
ば
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（

）

（

）
⑨

略
⑨

略

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
⑮

略
①

⑮
略

～
～

⑯
７
欄
の

イ
は

建
築
基
準
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
規
定
す
る

⑯
７
欄
の

イ
は

建
築
基
準
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
規
定
す
る

「

」

「

」
、

、

基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
と
き
は

不
適
合

基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
と
き
は

法
不
適

「

「

、
、
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の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

当
該
指

合
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

当
該

」

「

」

」

「

」

ー

ー

、
、

摘
さ
れ
た
項
目
の
全
て
に
建
築
基
準
法
第
３
条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
を
受

指
摘
さ
れ
た
項
目
の
全
て
に
建
築
基
準
法
第
３
条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
を

け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
併
せ
て

既
存
不
適
格

受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
併
せ
て

既
存
不
適

「

「

。
。

」

「

」

」

「

」

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

格
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

ー

ー

⑰
７
欄
の

イ
の

不
適
合
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

⑰
７
欄
の

イ
の

法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

「

」

「

」

「

「

」

「

」

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

」

ー

（
「

」

「

」

ー

（
「

」

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き
を
除
く

は
指
摘
の
内
容
を
別
紙
に
記

に
レ

マ
ク
を
入
れ
た
と
き
を
除
く

は
指
摘
の
内
容
を
別
紙
に

「

」

ー

）

「

」

ー

）

。
。

、
、

載
し
て
添
え

当
該
指
摘
に
係
る
項
目
に
つ
い
て
改
善
予
定
が
あ
る
と
き
は

記
載
し
て
添
え

当
該
指
摘
に
係
る
項
目
に
つ
い
て
改
善
予
定
が
あ
る
と
き

、
、

ロ
の

有
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

併
せ

は
ロ

の
有

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

併

「

」

「

」

「

」

ー

「

」

「

」

「

」

ー

、
、

て
改
善
予
定
年
月
を
記
入
し

具
体
的
な
改
善
内
容
を
定
め
て
い
る
場
合
は

せ
て
改
善
予
定
年
月
を
記
入
し

具
体
的
な
改
善
内
容
を
定
め
て
い
る
場
合

、
、

。
。

別
紙
に
記
入
し
て
添
え
て
下
さ
い

は
別
紙
に
記
入
し
て
添
え
て
下
さ
い

（

）
（

）

（

）

第
三
十
六
号
の
三
の
二
様
式

第
六
条

第
十
一
条
の
七
関
係

Ａ
４

新
設

、（

）

略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
三
十
六
号
の
四
様
式

第
六
条
関
係

Ａ
４

第
三
十
六
号
の
四
様
式

第
六
条
関
係

Ａ
４

（

）

（

）

定
期
検
査
報
告
書

昇
降
機
等
以
外
の
建
築
設
備
等

定
期
検
査
報
告
書

昇
降
機
等
以
外
の
建
築
設
備
等

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

建
築
基
準
法
第

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

定
期
検
査
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り

定
期
検
査
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

1
2

1
2

、
、

。
。

。
。

こ
の
報
告
書
に
記
載
の
事
項
は
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん

こ
の
報
告
書
に
記
載
の
事
項
は
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん

（

）

（

）

略
略

【

】
・
【

】

（

）

【

】
・
【

】

（

）

１
所
有
者

２
管
理
者

略
１

所
有
者

２
管
理
者

略

．
．

．
．

【

】

【

】

３
検
査
者

３
検
査
者

．
．

イ
資
格

建
築
士

登
録
第

号
イ

資
格

建
築
士

登
録
第

号

【

】

（

）

（

）

【

】

（

）

（

）

．
．
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建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

登
録
建
築
設
備
検
査
資
格
者
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

建
築
設
備
検
査
資
格
者
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

ロ
氏
名

ヘ
電
話
番
号

略
ロ

氏
名

ヘ
電
話
番
号

略

．
．

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

４
報
告
対
象
建
築
物

略
４

報
告
対
象
建
築
物

略

．
．

【

】

【

】

５
検
査
に
よ
る
指
摘
の
概
要

５
検
査
に
よ
る
指
摘
の
概
要

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

建
築
設
備
の
状
況
等

建
築
設
備
の
状
況
等

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

１
建
築
物
の
概
要

５
換
気
設
備
の
概
要

略
１

建
築
物
の
概
要

５
換
気
設
備
の
概
要

略

．
．

．
．

【

】

【

】

６
換
気
設
備
の
検
査
の
状
況

６
換
気
設
備
の
検
査
の
状
況

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略

【

】

【

】

７
排
煙
設
備
の
検
査
者

７
排
煙
設
備
の
検
査
者

．
．

イ
資
格

建
築
士

登
録
第

号
イ

資
格

建
築
士

登
録
第

号

【

】

（

）

（

）

【

】

（

）

（

）

．
．

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

登
録
建
築
設
備
検
査
資
格
者
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

建
築
設
備
検
査
資
格
者
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

ロ
氏
名

ヘ
電
話
番
号

略
ロ

氏
名

ヘ
電
話
番
号

略

．
．

．
．
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【

】

（

）

【

】

（

）

８
排
煙
設
備
の
概
要

略
８

排
煙
設
備
の
概
要

略

．
．

【

】

【

】

９
排
煙
設
備
の
検
査
の
状
況

９
排
煙
設
備
の
検
査
の
状
況

．
．

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略

【1
0

】

【1
0

】

．
．

非
常
用
の
照
明
装
置
の
検
査
者

非
常
用
の
照
明
装
置
の
検
査
者

イ
資
格

建
築
士

登
録
第

号
イ

資
格

建
築
士

登
録
第

号

【

】

（

）

（

）

【

】

（

）

（

）

．
．

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

第
号

登
録
建
築
設
備
検
査
資
格
者
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

建
築
設
備
検
査
資
格
者
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

第
号

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

ロ
氏
名

ヘ
電
話
番
号

略
ロ

氏
名

ヘ
電
話
番
号

略

．
．

．
．

【1
1

】

（

）

【1
1

】

（

）

．
．

非
常
用
の
照
明
装
置
の
概
要

略
非
常
用
の
照
明
装
置
の
概
要

略

【1
2

】

【1
2

】

．
．

非
常
用
の
照
明
装
置
の
検
査
の
状
況

非
常
用
の
照
明
装
置
の
検
査
の
状
況

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略

【1
3

】
・
【1

4

】

（

）

【1
3

】
・
【1

4

】

（

）

．
．

．
．

給
水
設
備
及
び
排
水
設
備
の
検
査
者

給
水
設
備
及
び
排
水
設
備
の
概
要

略
給
水
設
備
及
び
排
水
設
備
の
検
査
者

給
水
設
備
及
び
排
水
設
備
の
概
要

略

【1
5

】

【1
5

】

．
．

給
水
設
備
及
び
排
水
設
備
の
検
査
の
状
況

給
水
設
備
及
び
排
水
設
備
の
検
査
の
状
況

【

】

（

）

【

】

（

）

イ
指
摘
の
内
容

□
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

イ
指
摘
の
内
容

□
法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

□
既
存
不
適
格

．
．

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

□
要
注
意
の
指
摘
あ
り

□
指
摘
な
し

（

）

（

）

略
略
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【1
6

】

（

）

【1
6

】

（

）

．
．

備
考

略
備
考

略
（

）

（

）

注
意

注
意

（

）

（

）

１
略

１
略

．
．

２
第
一
面
関
係

２
第
一
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
・
②

略
①
・
②

略

③
３
欄
の

イ
は

検
査
者
の
有
す
る
資
格
等
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ

③
３
欄
の

イ
は

検
査
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い

「

」

「

」

、
、

い
検
査
者
が
第
４
条
の

第
３
項
第
２
号
に
規
定
す
る
登
録
建
築
設
備
検
査

第
４
条
の

第
７
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
建
築
設
備
検

。
。

2
0

2
0

資
格
者
講
習
又
は
建
築
士
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

平
成

査
資
格
者
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
を
修
了

（

1
6

年
国
土
交
通
省
令
第

号
に
よ
る
改
正
前
の
第
４
条
の

第
７
項
に
規
定
す

し
た
場
合
は

そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を

建
築
設
備
検

6
7

）

2
0

「

、

る
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
建
築
設
備
検
査
資
格
者
と
し
て
必
要
な
知
識
及

査
資
格
者
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

の
番
号
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

」

。

び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
場
合
は

そ
の
旨

、

を
証
す
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を

登
録
建
築
設
備
検
査
資
格
者
講
習
を

「

。
修
了
し
た
者

の
番
号
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

」

（

）

（

）

④
略

④
略

⑤
第
二
面
の
６
欄

９
欄

欄
又
は

欄
の
い
ず
れ
か
の

イ
に
お
い
て

⑤
第
二
面
の
６
欄

９
欄

欄
又
は

欄
の
い
ず
れ
か
の

イ
に
お
い
て

1
2

1
5
「

」

1
2

1
5

「

」

、
、

、
、

不
適
合
の
指
摘
あ
り

又
は

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

又
は

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ

「

」

「

」

「

」

「

」

ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き
は

５
欄
の

イ
の

不
適
合
の
指
摘

ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き
は

５
欄
の

イ
の

法
不
適
合
の

「

」

ー

「

」

「

「

」

ー

「

」

「

、
、

」

「

」

「

」

ー

」

「

」

「

」

あ
り

又
は

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

指
摘
あ
り

又
は

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ

ク
を
入
れ

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は

指
摘
な
し

の
マ

ク
を
入
れ

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は

指
摘
な
し

「

」

ー

「

、
、

、
、

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

ま
た

第
二
面

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

ま
た

第

「

」

ー

」

「

」

ー

。
。

、
、

の
６
欄
か
ら
９
欄

欄
又
は

欄
の

イ
の

不
適
合
の
指
摘
あ
り

の
二
面
の
６
欄
か
ら
９
欄

欄
又
は

欄
の

イ
の

法
不
適
合
の
指
摘
あ

1
2

1
5

「

」

「

」

1
2

1
5

「

」

「

、
、

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
も
の
の
全
て
に
お
い
て

り
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
も
の
の
全
て
に
お
い

「

」

ー

「

」

「

」

ー

、

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と
き
は

て
既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た
と

」

「

」

ー

「

」

「

」

ー

、
、

併
せ
て
５
欄
の

イ
の

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
き
は

併
せ
て
５
欄
の

イ
の

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

、

。
。

マ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

ー

「

」

ー

（

）

（

）

⑥
・
⑦

略
⑥
・
⑦

略
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３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
⑨

略
①

⑨
略

～
～

⑩
６
欄

９
欄

欄
及
び

欄
の

イ
は

そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
建
築
基

⑩
６
欄

９
欄

欄
及
び

欄
の

イ
は

そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
建
築
基

1
2

1
5

「

」

1
2

1
5

「

」

、
、

、
、

、
、

準
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
が

準
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
と
き
は

不
適
合
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

指
摘
さ
れ
た
と
き
は

法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

「

」

「

「

」

、
、

レ
マ

ク
を
入
れ

当
該
指
摘
さ
れ
た
項
目
の
全
て
に
建
築
基
準
法
第
３
条

レ
マ

ク
を
入
れ

当
該
指
摘
さ
れ
た
項
目
の
全
て
に
建
築
基
準
法
第
３

」

「

」

ー

ー

、
、

第
２
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
き

条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と

は
併
せ
て

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

き
は
併
せ
て

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入

「

」

「

」

「

」

「

」

ー

ー

て
く
だ
さ
い

ま
た

不
適
合
に
は
該
当
し
な
い
が
劣
化
が
進
行
し

保
安
上

れ
て
く
だ
さ
い

ま
た

法
不
適
合
に
は
該
当
し
な
い
が
保
安
上
危
険
又
は
衛

。
。

、
、

、

危
険
又
は
衛
生
上
有
害
な
状
況
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
項

生
上
有
害
な
状
況
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
項
目
が
あ
る
と

目
が
あ
る
と
き
は

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
き
は

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入

「

」

「

」

「

」

「

」

ー

。
。

マ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

れ
て
く
だ
さ
い

ー

⑪
６
欄

９
欄

欄
及
び

欄
の

イ
の

不
適
合
の
指
摘
あ
り

又
は

⑪
６
欄

９
欄

欄
及
び

欄
の

イ
の

法
不
適
合
の
指
摘
あ
り

又
1
2

1
5

「

」

「

」

1
2

1
5

「

」

「

」

、
、

、
、

要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た

は
要
注
意
の
指
摘
あ
り

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

「

」

「

」

ー

「

」

「

」

ー

と
き

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
た

た
と
き

既
存
不
適
格

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

（
「

」

「

」

ー

（
「

」

「

」

ー

と
き
を
除
く

は
当
該
指
摘
の
内
容
別
紙
に
記
載
し
て
添
え

当
該
指
摘

た
と
き
を
除
く

は
当
該
指
摘
の
内
容
別
紙
に
記
載
し
て
添
え

当
該
指

。
。

）

）

、
、

、
、

に
係
る
項
目
に
つ
い
て
改
善
予
定
が
あ
る
と
き
は

ロ
の

有
の
チ
ェ
ッ

摘
に
係
る
項
目
に
つ
い
て
改
善
予
定
が
あ
る
と
き
は

ロ
の

有
の
チ
ェ

「

」

「

」

「

」

「

」

ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

併
せ
て
改
善
予
定
年
月
を
記
入
し

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ

併
せ
て
改
善
予
定
年
月
を
記
入
し

「

」

ー

「

」

ー

、
、

、

具
体
的
な
改
善
内
容
を
定
め
て
い
る
場
合
は
別
紙
に
記
入
し
て
添
え
て
下
さ
い

具
体
的
な
改
善
内
容
を
定
め
て
い
る
場
合
は
別
紙
に
記
入
し
て
添
え
て
下
さ

、

。
。

い

（

）

（

）

⑫
⑯

略
⑫

⑯
略

～
～

（

）
（

）

（

）

第
三
十
六
号
の
四
の
二
様
式

第
六
条

第
十
一
条
の
七
関
係

Ａ
４

新
設

、（

）

略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
三
十
七
号
様
式

第
六
条
の
三

第
十
一
条
の
四
関
係

Ａ
４

第
三
十
七
号
様
式

第
六
条
の
二

第
十
一
条
の
七
関
係

Ａ
４

、
、
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建
築
基
準
法
令
に
よ
る
処
分
等
の
概
要
書

建
築
基
準
法
令
に
よ
る
処
分
の
概
要
書

【

】
～
【

】

（

）

【

】
～
【

】

（

）

１
建
築
確
認

４
そ
の
他
の
処
分

略
１

建
築
確
認

４
そ
の
他
の
処
分

略

．
．

．
．

【

】
５

定
期
報
告
等

．

報
告
年
月
日

平
成

年
月

日
(
1
)

【

】

報
告
年
月
日

平
成

年
月

日
(
2
)

【

】

報
告
年
月
日

平
成

年
月

日
(
3
)

【

】

報
告
年
月
日

平
成

年
月

日
(
4
)

【

】

報
告
年
月
日

平
成

年
月

日
(
5
)

【

】

【

】

【

】

６
備
考

５
備
考

．
．

（

）
（

）

（

）

（

）
（

）

（

）

第
三
十
八
号
様
式

第
七
条
関
係

表
面

略
第
三
十
八
号
様
式

第
七
条
関
係

表
面

略

（

）

（

）

裏
面

裏
面

こ
の
証
票
を
携
帯
す
る
者
は

建
築
基
準
法
に
よ
り
建
築
物

建
築
工
事

こ
の
証
票
を
携
帯
す
る
者
は

建
設
基
準
法
に
よ
り
建
築
物

建
築
工
事

、
、

、
、

場
等
に
立
入
検
査
を
す
る
職
権
を
行
う
も
の
で

そ
の
関
係
条
文
は
次
の
と

場
等
に
立
入
検
査
を
す
る
職
権
を
行
う
も
の
で

そ
の
関
係
条
文
は
次
の
と

、
、

。
。

お
り
で
あ
り
ま
す

お
り
で
あ
り
ま
す

建
築
基
準
法
抜
す
い

建
築
基
準
法
抜
す
い

第
条
第
６
項

建
築
主
事
又
は
特
定
行
政
庁
の
命
令
若
し
く
は
建
築
主
事

第
条
第
４
項

建
築
主
事
若
し
く
は
特
定
行
政
庁
の
命
令
若
し
く
は
建
築

1
2

1
2

の
委
任
を
受
け
た
当
該
市
町
村
若
し
く
は
都
道
府
県
の
吏
員
に
あ
つ
て
は

主
事
の
委
任
を
受
け
た
当
該
市
町
村
若
し
く
は
都
道
府
県
の
吏
員
が
第
６

第
６
条
第
４
項

第
６
条
の
２
第
４
項

第
７
条
第
４
項

第
７
条
の
３

条
第
４
項

第
６
条
の
２
第
４
項

第
７
条
第
４
項

第
７
条
の
３
第
４

、
、

、
、

、
、

第
４
項

第
９
条
第
１
項

第
項
若
し
く
は
第

項
第

条
第
１
項

項
第
９
条
第
１
項

第
項
若
し
く
は
第

項
第

条
第
１
項

前
1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

、
、

、
、

、
、

、

か
ら
第
３
項
ま
で

前
条
第
１
項
又
は
第

条
の
２
第
１
項
の
規
定
の
施

条
第
１
項
若
し
く
は
第

条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
確
認

通
知

9
0

9
0

、
、

、
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行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
建
築
監
視
員
に
あ
つ
て
は
第
９
条
第

項
検
査

命
令
若
し
く
は
公
示
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
建
築
監
視
員
が

1
0

、

の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

当
該
建
築
物

建
築
物
の
敷

第
９
条
第

項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は

1
0

、
、

地
又
は
建
築
工
事
場
に
立
ち
入
り

建
築
物

建
築
物
の
敷
地

建
築
設

当
該
建
築
物

建
築
物
の
敷
地
又
は
建
築
工
事
場
に
立
ち
入
り

建
築

、
、

、
、

、
、

備
建
築
材
料

設
計
図
書
そ
の
他
建
築
物
に
関
す
る
工
事
に
関
係
が
あ

物
建
築
物
の
敷
地

建
築
設
備

建
築
材
料

設
計
図
書
そ
の
他
建
築

、
、

、
、

、
、

る
物
件
を
検
査
し

若
し
く
は
試
験
し

又
は
建
築
物
若
し
く
は
建
築
物

物
に
関
す
る
工
事
に
関
係
が
あ
る
物
件
を
検
査
し

若
し
く
は
試
験
し

、
、

、
、

の
敷
地
の
所
有
者

管
理
者
若
し
く
は
占
有
者

建
築
主

設
計
者

工
又
は
建
築
物
若
し
く
は
建
築
物
の
敷
地
の
所
有
者

管
理
者
若
し
く
は
占

、
、

、
、

、

事
監
理
者
若
し
く
は
工
事
施
工
者
に
対
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
質
問
す

有
者

建
築
主

設
計
者

工
事
監
理
者
若
し
く
は
工
事
施
工
者
に
対
し

、
、

、

る
こ
と
が
で
き
る

た
だ
し

住
居
に
立
ち
入
る
場
合
に
お
い
て
は

あ
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
だ
し

住
居
に
立

。
。

、
、

、

ら
か
じ
め

そ
の
居
住
者
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ち
入
る
場
合
に
お
い
て
は

あ
ら
か
じ
め

そ
の
居
住
者
の
承
諾
を
得
な

。

、
、

、

。

け
れ
ば
な
ら
な
い

第
条

建
築
主
事

建
築
監
視
員
若
し
く
は
特
定
行
政
庁
の
命
令
若
し
く

第
条

建
築
主
事
、
建
築
監
視
員
若
し
く
は
特
定
行
政
庁
の
命
令
若
し
く

1
3

1
3

、

は
建
築
主
事
の
委
任
を
受
け
た
当
該
市
町
村
若
し
く
は
都
道
府
県
の
吏
員

は
建
築
主
事
の
委
任
を
受
け
た
当
該
市
町
村
若
し
く
は
都
道
府
県
の
吏
員

が
前
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
つ
て
建
築
物

建
築
物
の
敷
地
若
し
く
は
建

が
前
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
つ
て
建
築
物

建
築
物
の
敷
地
若
し
く
は
建

、
、

築
工
事
場
に
立
ち
入
る
場
合
又
は
建
築
監
視
員
が
第
９
条
の
２

第
条

築
工
事
場
に
立
ち
入
る
場
合
又
は
建
築
監
視
員
が
第
９
条
の
２

第
条

（

9
0

（

9
0

第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行

第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行

。
。

）

）

使
す
る
場
合
に
お
い
て
は

そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し

関
係

使
す
る
場
合
に
お
い
て
は

そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し

関
係

、
、

、
、

。
。

者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

２
前
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は

犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ

２
前
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は

犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ

、
、

。
。

た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い

た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い

（

）
（

）

（

）

（

）
（

）

（

）

第
三
十
九
号
様
式

第
七
条
関
係

表
面

略
第
三
十
九
号
様
式

第
七
条
関
係

表
面

略

（

）

（

）

裏
面

裏
面
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こ
の
証
票
を
携
帯
す
る
者
は

建
築
基
準
法
に
よ
り
建
築
物

建
築
工
事

こ
の
証
票
を
携
帯
す
る
者
は

建
築
基
準
法
に
よ
り
建
築
物

建
築
工
事

、
、

、
、

場
等
に
立
入
検
査
を
す
る
と
と
も
に

違
反
建
築
物
に
対
し
工
事
の
停
止
又

場
等
に
立
入
検
査
を
す
る
と
と
も
に

違
反
建
築
物
に
対
し
工
事
の
停
止
又

、
、

は
使
用
禁
止
若
し
く
は
使
用
制
限
を
命
ず
る
職
権
を
行
う
も
の
で

そ
の
関

は
使
用
禁
止
若
し
く
は
使
用
制
限
を
命
ず
る
職
権
を
行
う
も
の
で

そ
の
関

、
、

。
。

係
条
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

係
条
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

建
築
基
準
法
抜
す
い

建
築
基
準
法
抜
す
い

（

）

（

）

第
９
条
の
２

略
第
９
条
の
２

略

第
条
第
６
項

建
築
主
事
又
は
特
定
行
政
庁
の
命
令
若
し
く
は
建
築
主
事

第
条
第
４
項

建
築
主
事
若
し
く
は
特
定
行
政
庁
の
命
令
若
し
く
は
建
築

1
2

1
2

の
委
任
を
受
け
た
当
該
市
町
村
若
し
く
は
都
道
府
県
の
吏
員
に
あ
つ
て
は

主
事
の
委
任
を
受
け
た
当
該
市
町
村
若
し
く
は
都
道
府
県
の
吏
員
が
第
６

第
６
条
第
４
項

第
６
条
の
２
第
４
項

第
７
条
第
４
項

第
７
条
の
３

条
第
４
項

第
６
条
の
２
第
４
項

第
７
条
第
４
項

第
７
条
の
３
第
４

、
、

、
、

、
、

第
４
項

第
９
条
第
１
項

第
項
若
し
く
は
第

項
第

条
第
１
項

項
第
９
条
第
１
項

第
項
若
し
く
は
第

項
第

条
第
１
項

前
1
0

1
3

1
0

1
0

1
3

1
0

、
、

、
、

、
、

、

か
ら
第
３
項
ま
で

前
条
第
１
項
又
は
第

条
の
２
第
１
項
の
規
定
の
施

条
第
１
項
若
し
く
は
第

条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
確
認

通
知

9
0

9
0

、
、

、

行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
建
築
監
視
員
に
あ
つ
て
は
第
９
条
第

項
検
査

命
令
若
し
く
は
公
示
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
建
築
監
視
員
が

1
0

、

の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

当
該
建
築
物

建
築
物
の
敷

第
９
条
第

項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は

1
0

、
、

地
又
は
建
築
工
事
場
に
立
ち
入
り

建
築
物

建
築
物
の
敷
地

建
築
設

当
該
建
築
物

建
築
物
の
敷
地
又
は
建
築
工
事
場
に
立
ち
入
り

建
築

、
、

、
、

、
、

備
建
築
材
料

設
計
図
書
そ
の
他
建
築
物
に
関
す
る
工
事
に
関
係
が
あ

物
建
築
物
の
敷
地

建
築
設
備

建
築
材
料

設
計
図
書
そ
の
他
建
築

、
、

、
、

、
、

る
物
件
を
検
査
し

若
し
く
は
試
験
し

又
は
建
築
物
若
し
く
は
建
築
物

物
に
関
す
る
工
事
に
関
係
が
あ
る
物
件
を
検
査
し

若
し
く
は
試
験
し

、
、

、
、

の
敷
地
の
所
有
者

管
理
者
若
し
く
は
占
有
者

建
築
主

設
計
者

工
又
は
建
築
物
若
し
く
は
建
築
物
の
敷
地
の
所
有
者

管
理
者
若
し
く
は
占

、
、

、
、

、

事
監
理
者
若
し
く
は
工
事
施
工
者
に
対
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
質
問
す

有
者

建
築
主

設
計
者

工
事
監
理
者
若
し
く
は
工
事
施
工
者
に
対
し

、
、

、

る
こ
と
が
で
き
る

た
だ
し

住
居
に
立
ち
入
る
場
合
に
お
い
て
は

あ
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
だ
し

住
居
に
立

。
。

、
、

、

ら
か
じ
め

そ
の
居
住
者
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ち
入
る
場
合
に
お
い
て
は

あ
ら
か
じ
め

そ
の
居
住
者
の
承
諾
を
得
な

。

、
、

、

。

け
れ
ば
な
ら
な
い

第
条

建
築
主
事

建
築
監
視
員
若
し
く
は
特
定
行
政
庁
の
命
令
若
し
く

第
条

建
築
主
事
、
建
築
監
視
員
若
し
く
は
特
定
行
政
庁
の
命
令
若
し
く

1
3

1
3

、

は
建
築
主
事
の
委
任
を
受
け
た
当
該
市
町
村
若
し
く
は
都
道
府
県
の
吏
員

は
建
築
主
事
の
委
任
を
受
け
た
当
該
市
町
村
若
し
く
は
都
道
府
県
の
吏
員

が
前
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
つ
て
建
築
物

建
築
物
の
敷
地
若
し
く
は
建

が
前
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
つ
て
建
築
物

建
築
物
の
敷
地
若
し
く
は
建

、
、

築
工
事
場
に
立
ち
入
る
場
合
又
は
建
築
監
視
員
が
第
９
条
の
２

第
条

築
工
事
場
に
立
ち
入
る
場
合
又
は
建
築
監
視
員
が
第
９
条
の
２

第
条

（

9
0

（

9
0

第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行

第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行

。
。

）

）

使
す
る
場
合
に
お
い
て
は

そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し

関
係

使
す
る
場
合
に
お
い
て
は

そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し

関
係

、
、

、
、
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。
。

者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

２
前
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は

犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ

２
前
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は

犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ

、
、

。
。

た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い

た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い

（

）
（

）

（

）
（

）

第
四
十
三
号
様
式

第
十
条
の
四
関
係

Ａ
４

第
四
十
三
号
様
式

第
十
条
の
四
関
係

Ａ
４

（

）

（

）

許
可
申
請
書

建
築
物

許
可
申
請
書

建
築
物

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
三
面

第
三
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

注
意

注
意

（

）

（

）

１
・
２

略
１

・
２

略

．
．

．
．

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
③

略
①

③
略

～
～

④
６
欄
の

イ
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し

④
６
欄
の

イ
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し

「

」
（1

）

「

」
（1

）

、
、

、
、

く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号

く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号

5
2

5
2

、
、

ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

、
、

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層

5
3

5
3

住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い

住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が

（

「

（

「

、
、

異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

」

）

」

）

。
。

、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入

、
、
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敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す

。
。

「

」
（2

）

5
2

1
2

「

」
（2

）

5
2

1
1

、
、

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

イ
で
記
入

1
3

「

1
2

「

」
（1

）

、
、

、
、

イ
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち

」
（1

）

、
、

築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定

前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線

。

め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

さ
い

（

）

（

）

⑤
・
⑥

略
⑤
・
⑥

略

⑦
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
に
該
当

⑦
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
に
該
当

5
2

5
2

、
、

す
る
場
合
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

す
る
場
合
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

1
2

1
1

お
い
て
は

６
欄
の

へ
に

同
条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
の
規
定
に
基

お
い
て
は

６
欄
の

へ
に

同
条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
の
規
定
に
基

「

」

「

」

、
、

、
、

づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
1
2

1
1

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

。
。

だ
さ
い

だ
さ
い

5
7

（

）

⑧
建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ

新
設

、

り
現
に
特
例
容
積
率
の
限
度
が
公
告
さ
れ
て
い
る
と
き
は

６
欄
の

チ
に

「

」

、

。

そ
の
旨
及
び
当
該
特
例
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

⑨
建
築
物
の
敷
地
が
建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
若
し
く
は
同
法
第

条
の
５

⑧
建
築
物
の
敷
地
が
建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
若
し
く
は
同
法
第

条
の
２

5
3

5
7

5
3

5
7

第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
又
は
建
築
物
が
同
法
第

条
第
３
項

第
５
項
若
し

第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
又
は
建
築
物
が
同
法
第

条
第
３
項

第
５
項
若
し

5
3

5
3

、
、

く
は
第
６
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

６
欄
の

ト
に

同
条
第
２

く
は
第
６
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

６
欄
の

ト
に

同
条
第
２

「

」

「

」

、
、

、
、

項
第
３
項

第
５
項
又
は
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築

項
第
３
項

第
５
項
又
は
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築

、
、

、
、

。
。

物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（

）

（

）

⑩
⑮

略
⑨

⑭
略

～
～

⑯
欄
の

ヘ
の
延
べ
面
積
及
び

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

⑮
欄
の

ヘ
の
延
べ
面
積
及
び

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

1
0

「

」

「

」

1
0

「

」

「

」

延
べ
面
積
は

各
階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
延
べ
面
積
は

各
階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ

「

」

（

「

」

（

、
、

の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

の
３
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途

の
３
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途

、
、

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

ハ
に
記
入
し

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

ハ
に
記
入
し

）

「

」

）

「

」

、
、
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た
床
面
積
及
び

ニ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物

た
床
面
積
及
び

ニ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物

「

」

（

「

」

（

の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内

の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内

、
、

の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と

の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と

）

）

し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

。
。

5
2

1
2

5
2

1
1

、
、

「

」

「

「

」

「

い
て
は

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
敷
地
面
積
は

６
欄
の

い
て
は

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
敷
地
面
積
は

６
欄
の

、
、

、
、

。
。

ホ
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

ホ
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

」
（2

）

」
（2

）

（

）

（

）

⑰
・
⑱

略
⑯
・
⑰

略

（

）

（

）

４
略

４
略

．
．

（

）
（

）

（

）
（

）

第
四
十
四
号
様
式

第
十
条
の
四
関
係

Ａ
４

第
四
十
四
号
様
式

第
十
条
の
四
関
係

Ａ
４

（

）

（

）

許
可
申
請
書

仮
設
建
築
物
等

許
可
申
請
書

仮
設
建
築
物
等

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

注
意

注
意

（

）

（

）

１
・
２

略
１

・
２

略

．
．

．
．

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
③

略
①

③
略

～
～

④
建
築
基
準
法
第

条
第
５
項
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は

６
欄
の
該

④
建
築
基
準
法
第

条
第
４
項
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は

６
欄
の
該

8
5

8
5

、
、

。
。

当
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

当
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

「

」

「

」

ー

ー

・

（

）

・

（

）

⑤
⑥

略
⑤

⑥
略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
四
十
五
号
様
式

第
十
条
の
四
関
係

Ａ
４

第
四
十
五
号
様
式

第
十
条
の
四
関
係

Ａ
４

許
可
通
知
書

許
可
通
知
書
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（

）

（

）

略
略

記
記

建
築
基
準
法
第

条
第
３
項
若
し
く
は
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
行
政
庁

建
築
基
準
法
第

条
第
３
項
若
し
く
は
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
行
政
庁

（

8
5

（

8
5

が
定
め
る
期
間

同
法
第

条
の
２
の
規
定
に
よ
り
許
可
に
付
す
条
件
又
は
同
法

が
定
め
る
期
間

同
法
第

条
の
２
の
規
定
に
よ
り
許
可
に
付
す
条
件
又
は
同
法

9
2

9
2

、
、

1
3
0

）

1
3
0

）

施
行
令

条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
行
政
庁
が
定
め
る
規
模

施
行
令

条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
行
政
庁
が
定
め
る
規
模

（

）

（

）

（

）

（

）

注
意

略
注
意

略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
四
十
八
号
様
式

第
十
条
の
四
の
二
関
係

Ａ
４

第
四
十
八
号
様
式

第
十
条
の
四
の
二
関
係

Ａ
４

認
定
申
請
書

認
定
申
請
書

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
三
面

第
三
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

注
意

注
意

（

）

（

）

１
・
２

略
１

・
２

略

．
．

．
．

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）
①

③
略

①
③

略
～

～

④
６
欄
の

イ
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し

④
６
欄
の

イ
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し

「

」
（1

）

「

」
（1

）

、
、

、
、

く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号

く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号

5
2

5
2

、
、
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ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

、
、

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層

5
3

5
3

住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い

住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が

（

「

（

「

、
、

異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

」

）

」

）

。
。

、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入

、
、

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す

。
。

「

」
（2

）

5
2

1
2

「

」
（2

）

5
2

1
1

、
、

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

イ
で
記
入

1
3

「

1
2

「

」
（1

）

、
、

、
、

イ
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち

」
（1

）

、
、

築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定

前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線

。

め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

さ
い

（

）

（

）

⑤
・
⑥

略
⑤
・
⑥

略

⑦
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
に
該
当

⑦
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
に
該
当

5
2

5
2

、
、

す
る
場
合
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

す
る
場
合
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

1
2

1
1

お
い
て
は

６
欄
の

へ
に

同
条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
の
規
定
に
基

お
い
て
は

６
欄
の

へ
に

同
条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
の
規
定
に
基

「

」

「

」

、
、

、
、

づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
1
2

1
1

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

。
。

だ
さ
い

だ
さ
い

5
7

（

）

⑧
建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ

新
設

、

り
現
に
特
例
容
積
率
の
限
度
が
公
告
さ
れ
て
い
る
と
き
は

６
欄
の

チ
に

「

」

、

。

そ
の
旨
及
び
当
該
特
例
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

⑨
建
築
物
の
敷
地
が
建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
若
し
く
は
同
法
第

条
の
５

⑧
建
築
物
の
敷
地
が
建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
若
し
く
は
同
法
第

条
の
２

5
3

5
7

5
3

5
7

第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
又
は
建
築
物
が
同
法
第

条
第
３
項

第
５
項
若
し

第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
又
は
建
築
物
が
同
法
第

条
第
３
項

第
５
項
若
し

5
3

5
3

、
、

く
は
第
６
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

６
欄
の

ト
に

同
条
第
２

く
は
第
６
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

６
欄
の

ト
に

同
条
第
２

「

」

「

」

、
、

、
、

項
第
３
項

第
５
項
又
は
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築

項
第
３
項

第
５
項
又
は
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築

、
、

、
、

。
。

物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
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（

）

（

）

⑩
⑮

略
⑨

⑭
略

～
～

⑯
欄
の

ヘ
の
延
べ
面
積
及
び

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

⑮
欄
の

ヘ
の
延
べ
面
積
及
び

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

1
0

「

」

「

」

1
0

「

」

「

」

延
べ
面
積
は

各
階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
延
べ
面
積
は

各
階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ

「

」

（

「

」

（

、
、

の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

の
３
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途

の
３
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途

、
、

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

ハ
に
記
入
し

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

ハ
に
記
入
し

）

「

」

）

「

」

、
、

た
床
面
積
及
び

ニ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物

た
床
面
積
及
び

ニ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物

「

」

（

「

」

（

の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内

の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の

、
、

の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と

建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と
し
ま

）

）

し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

す
ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

。
。

5
2

1
2

5
2

1
1

、
、

「

」

「

「

」

「

」

い
て
は

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
敷
地
面
積
は

６
欄
の

は
ト

の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
敷
地
面
積
は

６
欄
の

ホ
、

、
、

、

。
。

ホ
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

」
（2

）

（2

）

（

）

（

）

⑰
・
⑱

略
⑯
・
⑰

略

（

）

（

）

４
略

４
略

．
．

（

）
（

）

（

）
（

）

第
四
十
九
号
の
三
様
式

第
十
条
の
四
の
四
関
係

Ａ
４

第
四
十
九
号
の
三
様
式

第
十
条
の
四
の
三
関
係

Ａ
４

指
定
申
請
書

指
定
申
請
書

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
申
請
し
ま
す

こ
の
申

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
申
請
し
ま
す

こ
の
申

5
7

5
2

。
。

。
。

請
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
は

事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん

請
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
は

事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん

、
、

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略
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（

）

（

）

第
三
面

第
三
面

【

】

【

】

（

）

【

】

【

】

（

）

１
敷
地
の
番
号

５
敷
地
の
番
号

略
１

敷
地
の
番
号

５
敷
地
の
番
号

略

．
．

．
．

～
～

【

】

【

】

６
敷
地
面
積

６
敷
地
面
積
及
び
基
準
容
積
率
の
限
度

．
．

【

】

（

）
（

）
（

）
（

）

【

】

（

）
（

）
（

）
（

）

イ
敷
地
面
積

イ
敷
地
面
積

．
．

【

】
（

）
（

）
（

）
（

）

【

】
（

）
（

）
（

）
（

）

ロ
用
途
地
域
等

ロ
用
途
地
域
等

．
．

【

】

【

】

ハ
用
途
地
域
等
ご
と
の
基
準
容
積
率
の
限
度

ハ
用
途
地
域
等
ご
と
の
基
準
容
積
率
の
限
度

．
．

（

）
（

）
（

）
（

）

（

）
（

）
（

）
（

）

【

5
3

】

（

）

ニ
用
途
地
域
等
ご
と
の
建
築
基
準
法
第
第

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
建
ぺ
い
率

新
設

．

（

）
（

）
（

）
（

）

【

】

【

】

ホ
敷
地
面
積
の
合
計

ニ
敷
地
面
積
の
合
計

．
．

【

】

【

】

へ
基
準
容
積
率
の
限
度

ホ
基
準
容
積
率
の
限
度

．
．

【

】

（

）

ト
敷
地
に
建
築
可
能
な
建
築
面
積
を
敷
地
面
積
で
除
し
た
数
値

新
設

．

【

】

【

】

チ
備
考

へ
備
考

．
．

【

】
～
【1

0

】
（

）

【

】
～
【1

0

】
（

）

７
現
に
存
す
る
建
築
物
の
容
積
率

備
考

略
７

現
に
存
す
る
建
築
物
の
容
積
率

備
考

略

．
．

．
．

（

）

（

）

注
意

注
意

・

（

）

（

）

１
２

略
１

・
２

略

．
．

．
．

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
・
②

略
①
・
②

略

③
５
欄
は

第
三
面
の
６
欄
の

ホ
の
敷
地
面
積
の
合
計
を
記
入
し
て
く
だ

③
５
欄
は

第
三
面
の
６
欄
の

ニ
の
敷
地
面
積
の
合
計
を
記
入
し
て
く
だ

「

」

「

」

、
、

。
。

さ
い

さ
い

④
６
欄
の

イ
は

第
三
面
の
６
欄
の

へ
の
基
準
容
積
率
を
記
入
し
て

④
６
欄
の

イ
は

第
三
面
の
６
欄
の

ホ
の
基
準
容
積
率
を
記
入
し
て

「

」

「

」

「

」

「

」

、
、

。
。

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

（

）

（

）
⑤

⑦
略

⑤
⑦

略
～

～

４
第
三
面
関
係

４
第
三
面
関
係

．
．

①
④

①
④

～
～
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「

」

5
2

「

」

5
2

⑤
６
欄
の

イ
は

敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
又
は
建
築
基
準
法
第

⑤
６
欄
の

イ
は

敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
又
は
建
築
基
準
法
第

、
、

、
、

条
第
１
項
各
号

第
５
号
を
除
く

に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

条
第
１
項
各
号

第
５
号
を
除
く

に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

（

）

（

）

。
。

、
、

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
5
3

（

「

」

）

。

定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い

わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ

、
、

。

て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し

の
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

、

く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場

（

「

」

）

。

合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地

、
、

。

域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

⑥
６
欄
の

ロ
ハ

及
び

ニ
は

イ
欄
に
記
入
し
た
敷
地
面

⑥
６
欄
の

ロ
及
び

ハ
は

イ
欄
に
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

、
、

、

。
。

積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
て
く
だ
さ
い

す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
て
く
だ
さ
い

、
、

。
。

⑦
６
欄
の

ハ
は

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
各
号

第
５
号
を
除
く

⑦
６
欄
の

ハ
は

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
各
号

第
５
号
を
除
く

「

」

5
2

（

「

」

5
2

（

、
、

の
規
定
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
物
の
容
積
率

当
該
敷
地
に
つ
い
て
同
法

の
規
定
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
物
の
容
積
率

当
該
敷
地
に
つ
い
て
法
第

）

（

）

（

第
条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
現
に
特
例
容
積
率
の
限
度
が
公
告
さ
れ
て

条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
現
に
特
例
容
積
率
の
限
度
が
公
告
さ
れ
て
い

5
7

5
2

。
。

い
る
と
き
は

当
該
特
例
容
積
率

の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

る
と
き
は

当
該
特
例
容
積
率

の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

）

）

、
、

。
。

⑧
６
欄
の

ホ
は

ハ
の
合
計
と
し
ま
す

⑧
６
欄
の

ニ
は

ハ
の
合
計
と
し
ま
す

「

」

「

」

「

」

「

」

、
、

⑨
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
３
項
第
１
号
後
段
に
該
当
す
る
場
合

⑨
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
３
項
第
１
号
後
段
に
該
当
す
る
場
合

5
7

5
2

、
、

に
お
い
て
は

６
欄
の

へ
に

同
号
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る

に
お
い
て
は

６
欄
の

ホ
に

同
号
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る

「

」

「

」

、
、

、
、

。
。

当
該
基
準
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

当
該
基
準
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

5
3

5
7

（

）

⑩
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
若
し
く
は
同
法
第

条
の

新
設

、

５
第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
又
は
建
築
物
が
同
法
第

条
第
３
項

第
５
項
若

5
3

、

し
く
は
第
６
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

６
欄
の

ト
に

同
条
第

「

」

、
、

２
項

第
３
項

第
５
項
又
は
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建

、
、

。

築
物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（

）

（

）

⑪
⑰

略
⑩

⑯
略

～
～

⑱
６
欄
の

ハ
ニ

へ
及
び

ト
並
び
に
７
欄
の

ト
は

⑰
６
欄
の

ハ
及
び

ホ
並
び
に
７
欄
の

ト
は
百
分
率
を
用
い
て
く

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

、
、

百
分
率
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
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（

）
（

）

（

）
（

）

第
四
十
九
号
の
四
様
式

第
十
条
の
四
の
四
関
係

Ａ
４

第
四
十
九
号
の
四
様
式

第
十
条
の
四
の
三
関
係

Ａ
４

指
定
計
画
書

指
定
計
画
書

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

略
略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
四
十
九
号
の
五
様
式

第
十
条
の
四
の
四
関
係

Ａ
４

第
四
十
九
号
の
五
様
式

第
十
条
の
四
の
三
関
係

Ａ
４

指
定
通
知
書

指
定
通
知
書

（

）

（

）

略
略

下
記
に
よ
る
指
定
申
請
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
に
つ
い
て

建
築
基
準

下
記
に
よ
る
指
定
申
請
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
に
つ
い
て

建
築
基
準

、
、

。
。

法
第

条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き

指
定
し
ま
し
た
の
で
通
知
し
ま
す

法
第

条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き

指
定
し
ま
し
た
の
で
通
知
し
ま
す

5
7

5
2

、
、

（

）

（

）

略
略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
四
十
九
号
の
六
様
式

第
十
条
の
四
の
四
関
係

Ａ
４

第
四
十
九
号
の
六
様
式

第
十
条
の
四
の
三
関
係

Ａ
４

指
定
し
な
い
旨
の
通
知
書

指
定
し
な
い
旨
の
通
知
書

（

）

（

）

略
略
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別
添
の
指
定
申
請
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
に
つ
い
て

下
記
の
理
由
に

別
添
の
指
定
申
請
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
に
つ
い
て

下
記
の
理
由
に

、
、

よ
り
建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
３
項
に
よ
る
指
定
を
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
の
よ
り
建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
３
項
に
よ
る
指
定
を
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
の

5
7

5
2

。
。

で
通
知
し
ま
す

で
通
知
し
ま
す

、
、

な
お

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は

こ
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

な
お

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は

こ
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

、
、

、
、

起
算
し
て

日
以
内
に

建
築
審
査
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
起
算
し
て

日
以
内
に

建
築
審
査
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

6
0

6
0

が
で
き
ま
す

な
お

こ
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

日
以
内
で
が
で
き
ま
す

な
お

こ
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

日
以
内
で

（

6
0

（

6
0

、
、

あ
つ
て
も

処
分
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
あ
つ
て
も

処
分
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

、
、

く
な
り
ま
す

ま
た

当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
く
な
り
ま
す

ま
た

当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の

（

（

。
。

、
。

。
、

翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に

を
被
告
と
し
て

訴
訟
に
お
い
て
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に

を
被
告
と
し
て

訴
訟
に
お
い
て

（

（

を
代
表
す
る
者
は

と
な
り
ま
す

処
分
の
取
消
し
の

を
代
表
す
る
者
は

と
な
り
ま
す

処
分
の
取
消
し
の

。
。

）

）

、
、

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

な
お

裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

な
お

裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か

（

（

、
、

ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も

裁
決
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も

裁
決
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分

、
、

の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

た
だ
し

当
該
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

た
だ
し

当
該

（

（

。
。

、
。

。
、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は

当
該
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば

提
起
す
る
こ
と
が
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は

当
該
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば

提
起
す
る
こ
と
が

、
、

、
、

で
き
ま
せ
ん

①
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
３
か
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
で
き
ま
せ
ん

①
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
３
か
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い

）

）

と
き
②
処
分

処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け
と
き
②
処
分

処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け

、
、

る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
③
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
③
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理

）

）

由
が
あ
る
と
き
を
除
き
ま
す

由
が
あ
る
と
き
を
除
き
ま
す

。
。

。
。

（

）

（

）

理
由

理
由

（

）
（

）

（

）
（

）

第
四
十
九
号
の
七
様
式

第
十
条
の
四
の
七
関
係

Ａ
４

第
四
十
九
号
の
七
様
式

第
十
条
の
四
の
六
関
係

Ａ
４

指
定
取
消
申
請
書

指
定
取
消
申
請
書

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略
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（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

【

】

【

】

【

】

【

】

１
敷
地
の
番
号

５
敷
地
の
番
号

１
敷
地
の
番
号

５
敷
地
の
番
号

．
．

．
．

～
～

【

】

【

】

６
敷
地
面
積

６
敷
地
面
積
及
び
基
準
容
積
率
の
限
度

．
．

【

】

（

）
（

）
（

）
（

）

【

】

（

）
（

）
（

）
（

）

イ
敷
地
面
積

イ
敷
地
面
積

．
．

【

】
（

）
（

）
（

）
（

）

【

】
（

）
（

）
（

）
（

）

ロ
用
途
地
域
等

ロ
用
途
地
域
等

．
．

【

】

【

】

ハ
用
途
地
域
等
ご
と
の
基
準
容
積
率
の
限
度

ハ
用
途
地
域
等
ご
と
の
基
準
容
積
率
の
限
度

．
．

（

）
（

）
（

）
（

）

（

）
（

）
（

）
（

）

【

5
3

】

（

）

ニ
用
途
地
域
等
ご
と
の
建
築
基
準
法
第
第

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
建
ぺ
い
率

新
設

．

（

）
（

）
（

）
（

）

【

】

【

】

ホ
敷
地
面
積
の
合
計

ニ
敷
地
面
積
の
合
計

．
．

【

】

【

】

ヘ
基
準
容
積
率
の
限
度

ホ
基
準
容
積
率
の
限
度

．
．

【

】

（

）

ト
敷
地
に
建
築
可
能
な
建
築
面
積
を
敷
地
面
積
で
除
し
た
数
値

新
設

．

【

】

【

】

チ
備
考

ヘ
備
考

．
．

【

】
～
【1

0

】
（

）

【

】
～
【1

0

】
（

）

７
現
に
存
す
る
建
築
物
の
容
積
率

備
考

略
７

現
に
存
す
る
建
築
物
の
容
積
率

備
考

略

．
．

．
．

（

）

（

）

注
意

注
意

（

）

（

）

１
略

１
略

．
．

２
第
一
面
関
係

２
第
一
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
・
②

略
①
・
②

略

③
２
欄
は

敷
地
に
お
い
て

直
前
に
受
け
た
建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
１

③
２
欄
は

敷
地
に
お
い
て

直
前
に
受
け
た
建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
１

5
7

5
2

、
、

、
、

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
指
定
番
号
及
び
指
定
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
指
定
番
号
及
び
指
定
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ

。
。

さ
い

さ
い

（

）

（

）
④

略
④

略

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）
①

④
略

①
④

略
～

～

「

」

5
2

「

」

5
2

⑤
６
欄
の

イ
は

敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
又
は
建
築
基
準
法
第

⑤
６
欄
の

イ
は

敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
又
は
建
築
基
準
法
第

、
、

、
、
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条
第
１
項
各
号

第
５
号
を
除
く

に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

条
第
１
項
各
号

第
５
号
を
除
く

に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

（

）

（

）

。
。

、
、

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
5
3

（

「

」

）

。

定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い

お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
等
に
対

、
、

。

て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し

応
す
る
敷
地
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

、

く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
お
い
て
は

（

「

」

）

。

用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地

、
、

。

域
等
に
対
応
す
る
敷
地
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

⑥
６
欄
の

ロ
ハ

及
び

ニ
は

イ
欄
に
記
入
し
た
敷
地
面

⑥
６
欄
の

ロ
及
び

ハ
は

イ
欄
に
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

、
、

、

。
。

積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
て
く
だ
さ
い

す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
て
く
だ
さ
い

、
、

。
。

⑦
６
欄
の

ハ
は

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
各
号

第
５
号
を
除
く

⑦
６
欄
の

ハ
は

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
各
号

第
５
号
を
除
く

「

」

5
2

（

「

」

5
2

（

、
、

の
規
定
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
物
の
容
積
率

当
該
敷
地
に
つ
い
て
同
法

の
規
定
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
物
の
容
積
率

当
該
敷
地
に
つ
い
て
法
第

）

（

）

（

第
条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
現
に
特
例
容
積
率
の
限
度
が
公
告
さ
れ
て

条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
現
に
特
例
容
積
率
の
限
度
が
公
告
さ
れ
て
い

5
7

5
2

。
。

い
る
と
き
は

当
該
特
例
容
積
率

の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

る
と
き
は

当
該
特
例
容
積
率

の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

）

）

、
、

。
。

⑧
６
欄
の

ホ
は

ハ
の
合
計
と
し
ま
す

⑧
６
欄
の

ニ
は

ハ
の
合
計
と
し
ま
す

「

」

「

」

「

」

「

」

、
、

⑨
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
３
項
第
１
号
後
段
に
該
当
す
る
場
合

⑨
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
３
項
第
１
号
後
段
に
該
当
す
る
場
合

5
7

5
2

、
、

に
お
い
て
は

６
欄
の

ヘ
に

同
号
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る

に
お
い
て
は

６
欄
の

ホ
に

同
号
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る

「

」

「

」

、
、

、
、

。
。

当
該
基
準
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

当
該
基
準
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

5
3

5
7

（

）

⑩
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
若
し
く
は
同
法
第

条
の

新
設

、

５
第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
又
は
建
築
物
が
同
法
第

条
第
３
項

第
５
項
若

5
3

、

し
く
は
第
６
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

６
欄
の

ト
に

同
条
第

「

」

、
、

２
項

第
３
項

第
５
項
又
は
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建

、
、

。

築
物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（

）

（

）

⑪
⑰

略
⑩

⑯
略

～
～

⑱
６
欄
の

ハ
ニ

へ
及
び

ト
並
び
に
７
欄
の

ト
は

⑰
６
欄
の

ハ
及
び

ホ
並
び
に
７
欄
の

ト
は
百
分
率
を
用
い
て
く

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

」

、
、

百
分
率
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
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（

）
（

）

（

）
（

）

第
四
十
九
号
の
八
様
式

第
十
条
の
四
の
七
関
係

Ａ
４

第
四
十
九
号
の
八
様
式

第
十
条
の
四
の
六
関
係

Ａ
４

指
定
取
消
通
知
書

指
定
取
消
通
知
書

（

）

（

）

略
略

下
記
に
よ
る
指
定
取
消
申
請
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
に
つ
い
て

建
築

下
記
に
よ
る
指
定
取
消
申
請
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
に
つ
い
て

建
築

、
、

基
準
法
第

条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き

指
定
の
取
消
し
を
し
ま
し
た
の
で
基
準
法
第

条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き

指
定
の
取
消
し
を
し
ま
し
た
の
で

5
7

5
2

、
、

。
。

通
知
し
ま
す

通
知
し
ま
す

（

）

（

）

略
略

（

）
（

）

（

）
（

）

第
五
十
号
様
式

第
十
条
の
四
の
七
関
係

Ａ
４

第
五
十
号
様
式

第
十
条
の
四
の
六
関
係

Ａ
４

指
定
の
取
消
し
を
し
な
い
旨
の
通
知
書

指
定
の
取
消
し
を
し
な
い
旨
の
通
知
書

（

）

（

）

略
略

別
添
の
指
定
取
消
申
請
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
に
つ
い
て

下
記
の
理

別
添
の
指
定
取
消
申
請
書
及
び
添
付
図
書
に
記
載
の
事
項
に
つ
い
て

下
記
の
理

、
、

由
に
よ
り
建
築
基
準
法
第

条
の
３
第
２
項
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
し
な
い
こ
と
由
に
よ
り
建
築
基
準
法
第

条
の
３
第
２
項
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
し
な
い
こ
と

5
7

5
2

。
。

と
し
ま
し
た
の
で

通
知
し
ま
す

と
し
ま
し
た
の
で

通
知
し
ま
す

、
、

な
お

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は

こ
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

な
お

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は

こ
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

、
、

、
、

起
算
し
て

日
以
内
に

建
築
審
査
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
起
算
し
て

日
以
内
に

建
築
審
査
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

6
0

6
0

が
で
き
ま
す

な
お

こ
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

日
以
内
で
が
で
き
ま
す

な
お

こ
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

日
以
内
で

（

6
0

（

6
0

、
、

あ
つ
て
も

処
分
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
あ
つ
て
も

処
分
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

、
、

く
な
り
ま
す

ま
た

当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
く
な
り
ま
す

ま
た

当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の

（

（

。
。

、
。

。
、

翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に

を
被
告
と
し
て

訴
訟
に
お
い
て
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に

を
被
告
と
し
て

訴
訟
に
お
い
て

（

（

を
代
表
す
る
者
は

と
な
り
ま
す

処
分
の
取
消
し
の

を
代
表
す
る
者
は

と
な
り
ま
す

処
分
の
取
消
し
の

。
。

）

）

、
、

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

な
お

裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

な
お

裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か

（

（

、
、
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ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も

裁
決
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も

裁
決
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分

、
、

の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

た
だ
し

当
該
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

た
だ
し

当
該

（

（

。
。

、
。

。
、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は

当
該
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば

提
起
す
る
こ
と
が
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は

当
該
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば

提
起
す
る
こ
と
が

、
、

、
、

で
き
ま
せ
ん

①
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
３
か
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
で
き
ま
せ
ん

①
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
３
か
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い

）

）

と
き
②
処
分

処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け
と
き
②
処
分

処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け

、
、

る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
③
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
③
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理

）

）

由
が
あ
る
と
き
を
除
き
ま
す

由
が
あ
る
と
き
を
除
き
ま
す

。
。

。
。

（

）

（

）

理
由

理
由

（

）
（

）

（

）
（

）

第
六
十
一
号
様
式

第
十
条
の
十
六
関
係

Ａ
４

第
六
十
一
号
様
式

第
十
条
の
十
六
関
係

Ａ
４

認
定

申
請

書
認

定
申

請
書

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
三
面

第
三
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

注
意

注
意

（

）

（

）

１
・
２

略
１

・
２

略

．
．

．
．

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
④

略
①

④
略

～
～

⑤
７
欄
の

イ
は

申
請
区
域
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し
く
は

⑤
７
欄
の

イ
は

申
請
区
域
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し
く
は

「

」
（1

）

「

」
（1

）

、
、

、
、

高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で

高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で

5
2

5
2

、
、

に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

条
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

条
5
3

5
3

、
、

第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層
住
居

第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層
住
居
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誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
の

誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
の

最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が
異
な

最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が
異
な

（

「

（

「

、
、

る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る

る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る

」

）

」

）

。
。

、
、

地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
申
請

地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
等
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
面
積
を
記
入

、
、

区
域
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す

。
。

「

」
（2

）

5
2

1
2

「

」
（2

）

5
2

1
1

、
、

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
一
の
敷
地

る
場
合
に
お
い
て

申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み

、
、

内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

イ
で

1
3

1
2

「

」
（1

）

、

イ
で
記
入
し
た
申
請
区
域
の
面
積
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
部

記
入
し
た
申
請
区
域
の
面
積
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
部
分
に
つ
い
て

申
請

「

」
（1

）

、
、

分
に
つ
い
て

申
請
区
域
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制

区
域
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ

、

限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
申
請
区
域
の
面
積

た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
申
請
区
域
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ

。
。

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

い

（

）

（

）

⑥
・
⑦

略
⑥
・
⑦

略

⑧
申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
一
の
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

⑧
申
請
区
域
内
の
各
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合

建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
に
該
当

に
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
に
該

5
2

5
2

、
、

、
、

す
る
場
合
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

当
す
る
場
合
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合

1
2

1
1

お
い
て
は

７
欄
の

へ
に

同
条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
の
規
定
に
基

に
お
い
て
は

７
欄
の

へ
に

同
条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
の
規
定
に

「

」

「

」

、
、

、
、

1
2

1
1

づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て

。
。

だ
さ
い

く
だ
さ
い

5
7

（

）

⑨
建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ

新
設

、

り
現
に
特
例
容
積
率
の
限
度
が
公
告
さ
れ
て
い
る
と
き
は

７
欄
の

チ
に

「

」

、

。

そ
の
旨
及
び
当
該
特
例
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

⑩
申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
一
の
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

⑨
申
請
区
域
内
の
各
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合

建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い

に
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お

5
3

5
3

、
、

、
、

て
は

７
欄
の

ト
に

同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該

い
て
は

７
欄
の

ト
に

同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当

「

」

「

」

、
、

、
、

。
。

建
築
物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

該
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（

）

（

）

⑪
⑰

略
⑩

⑯
略

～
～
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⑱
欄
の

ヘ
及
び

ト
の
延
べ
面
積
は

申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各

⑰
欄
の

ヘ
及
び

ト
の
延
べ
面
積
は

申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各

1
1

「

」

「

」

1
1

「

」

「

」

、
、

階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
敷
地
ご
と
の
床
面
積

こ
の
面

階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
敷
地
ご
と
の
床
面
積

こ
の
面

「

」

（

「

」

（

積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３

積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３

分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供

分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供

、
、

す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

の
合
計

ハ
合
計
欄

す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

の
合
計

ハ
合
計
欄

）

「

」

）

「

」

、
、

に
記
入
し
た
床
面
積
及
び

ニ
の
合
計
欄
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積

に
記
入
し
た
床
面
積
及
び

ニ
の
合
計
欄
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積

「

」

（

「

」

（

が
申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る
場

が
申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る
場

合
に
お
い
て
は

申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の

合
に
お
い
て
は

申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の

、
、

１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と
し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と
し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項

）

5
2

1
2

）

5
2

1
1

。
。

、
、

の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は

ト
の
申
請
区
域
の
面
積
は

７
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は

ト
の
申
請
区
域
の
面
積
は

７

「

」

「

」

、
、

、
、

。
。

欄
の

ホ
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

欄
の

ホ
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

「

」
（2

）

「

」
（2

）

・

（

）

・

（

）

⑲
⑳

略
⑱

⑲
略

欄
の

ロ
は

申
請
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
が
一
の
敷
地
内
に
な
る

⑳
欄
の

ロ
は

申
請
区
域
内
に
お
け
る
各
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
な

○

1
5

「

」

1
5

「

」

2
1

、
、

も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

建
築
物
に
建
築
基
準
法
第

条
第
７
項
第
１
号

る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

各
建
築
物
に
建
築
基
準
法
第

条
第
７
項
第

5
6

5
6

、
、

に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は

道
路
高
さ
制
限
不
適
用

１
号
に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は

道
路
高
さ
制
限
不

「

「

」

「

」

「

同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は

隣
地

適
用

同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は

、
、

高
さ
制
限
不
適
用

同
項
第
３
号
に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に

隣
地
高
さ
制
限
不
適
用

同
項
第
３
号
に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場

」

」

、
、

「

」

「

」

「

」

「

」

お
い
て
は

北
側
高
さ
制
限
不
適
用

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

合
に
お
い
て
は

北
側
高
さ
制
限
不
適
用

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ

ー

。
。

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

マ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

ー

（

）

（

）

４
略

４
略

．
．

（

）
（

）

（

）
（

）

第
六
十
一
号
の
二
様
式

第
十
条
の
十
六
関
係

Ａ
４

第
六
十
一
号
の
二
様
式

第
十
条
の
十
六
関
係

Ａ
４

許
可
申
請
書

許
可
申
請
書

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面
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（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
三
面

第
三
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

注
意

注
意
（

）

（

）

１
・
２

略
１

・
２

略

．
．

．
．

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
④

略
①

④
略

～
～

⑤
７
欄
の

イ
は

申
請
区
域
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し
く
は

⑤
７
欄
の

イ
は

申
請
区
域
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し
く
は

「

」
（1

）

「

」
（1

）

、
、

、
、

高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で

高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で

5
2

5
2

、
、

に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

条
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

条
5
3

5
3

、
、

第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層
住
居

第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層
住
居

誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
の

誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
の

最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が
異
な

最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が
異
な

（

「

（

「

、
、

る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る

る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異
な
る

」

）

」

）

。
。

、
、

地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る
申
請

地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
等
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
面
積
を
記
入

、
、

区
域
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す

。
。

「

」
（2

）

5
2

1
2

「

」
（2

）

5
2

1
1

、
、

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
一
の
敷
地

る
場
合
に
お
い
て

申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み

、
、

内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

イ
で

1
3

1
2

「

」
（1

）

、

イ
で
記
入
し
た
申
請
区
域
の
面
積
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
部

記
入
し
た
申
請
区
域
の
面
積
に
対
応
す
る
申
請
区
域
の
部
分
に
つ
い
て

申
請

「

」
（1

）

、
、

分
に
つ
い
て

申
請
区
域
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制

区
域
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ

、

限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
申
請
区
域
の
面
積

た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
申
請
区
域
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ

。
。

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

い

（

）

（

）

⑥
・
⑦

略
⑥
・
⑦

略

⑧
申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
一
の
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

⑧
申
請
区
域
内
の
各
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合

建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
に
該
当

に
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
に
該

5
2

5
2

、
、

、
、

す
る
場
合
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

当
す
る
場
合
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合

1
2

1
1
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お
い
て
は

７
欄
の

へ
に

同
条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
の
規
定
に
基

に
お
い
て
は

７
欄
の

へ
に

同
条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
の
規
に
基

「

」

「

」

、
、

、
、

づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
1
2

1
1

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

。
。

だ
さ
い

だ
さ
い

5
7

（

）

⑨
建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ

新
設

、

り
現
に
特
例
容
積
率
の
限
度
が
公
告
さ
れ
て
い
る
と
き
は

７
欄
の

チ
に

「

」

、

。

そ
の
旨
及
び
当
該
特
例
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

⑩
申
請
区
域
内
の
建
築
物
が
一
の
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

⑨
申
請
区
域
内
の
各
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合

建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い

に
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お

5
3

5
3

、
、

、
、

て
は

７
欄
の

ト
に

同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該

い
て
は

７
欄
の

ト
に

同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当

「

」

「

」

、
、

、
、

。
。

建
築
物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

該
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（

）

（

）

⑪
⑰

略
⑩

⑯
略

～
～

⑱
欄
の

ヘ
及
び

ト
の
延
べ
面
積
は

申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各

⑰
欄
の

ヘ
及
び

ト
の
延
べ
面
積
は

申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各

1
1

「

」

「

」

1
1

「

」

「

」

、
、

階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
敷
地
ご
と
の
床
面
積

こ
の
面

階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
敷
地
ご
と
の
床
面
積

こ
の
面

「

」

（

「

」

（

積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３

積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３

分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供

分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供

、
、

す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

の
合
計

ハ
の
合
計

す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

の
合
計

ハ
の
合
計

）

「

」

）

「

」

、
、

欄
に
記
入
し
た
床
面
積
及
び

ニ
の
合
計
欄
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面

欄
に
記
入
し
た
床
面
積
及
び

ニ
の
合
計
欄
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面

「

」

（

「

」

（

積
が
申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る

積
が
申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る

場
合
に
お
い
て
は

申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分

場
合
に
お
い
て
は

申
請
区
域
内
の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分

、
、

）

5
2

1
2

）

5
2

1
1

の
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と
し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

の
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と
し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

。
。

、
、

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は

ト
の
申
請
区
域
の
面
積
は

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は

ト
の
申
請
区
域
の
面
積
は

「

」

「

」

、
、

、
、

。
。

７
欄

ホ
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

７
欄

ホ
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

「

」
（2

）

「

」
（2

）

（

）

（

）

⑲
・
⑳

略
⑱
・
⑲

略

欄
の

ロ
は

申
請
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
が
一
の
敷
地
内
に
な
る

⑳
欄
の

ロ
は

申
請
区
域
内
に
お
け
る
各
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
な

○

1
5

「

」

1
5

「

」

2
1

、
、

も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

建
築
物
に
建
築
基
準
法
第

条
第
７
項
第
１
号

る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

各
建
築
物
に
建
築
基
準
法
第

条
第
７
項
第

5
6

5
6

、
、

に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は

道
路
高
さ
制
限
不
適
用

１
号
に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は

道
路
高
さ
制
限
不

「

「
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」

「

」

「

同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は

隣
地

適
用

同
項
第
２
号
に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は

、
、

高
さ
制
限
不
適
用

同
項
第
３
号
に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に

隣
地
高
さ
制
限
不
適
用

同
項
第
３
号
に
掲
げ
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場

」

」

、
、

「

」

「

」

「

」

「

」

お
い
て
は

北
側
高
さ
制
限
不
適
用

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ
マ

合
に
お
い
て
は

北
側
高
さ
制
限
不
適
用

の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

レ

ー

。
。

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

マ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

ー

○

（

）

○

（

）

2
2

21
略

略

（

）

（

）

４
略

４
略

．
．

（

）
（

）

（

）
（

）

第
六
十
五
号
様
式

第
十
条
の
二
十
一
関
係

Ａ
４

第
六
十
五
号
様
式

第
十
条
の
二
十
一
関
係

Ａ
４

認
定
取
消
申
請
書

認
定
取
消
申
請
書

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
三
面

第
三
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

注
意

注
意

（

）

（

）

１
・
２

略
１

・
２

略

．
．

．
．

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）

①
⑥

略
①

⑥
略

～
～

⑦
８
欄
の

イ
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し

⑦
８
欄
の

イ
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し

「

」
（1

）

「

」
（1

）

、
、

、
、

く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号

く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号

5
2

5
2

、
、

ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

、
、

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層

5
3

5
3

住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い

住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が

（

「

（

「

、
、



- 41 -

異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

」

）

」

）

。
。

、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入

、
、

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す

。
。

「

」
（2

）

5
2

1
2

「

」
（2

）

5
2

1
1

、
、

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

イ
で
記
入

1
3

「

1
2

「

」
（1

）

、
、

、
、

イ
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち

」
（1
）

、
、

築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定

前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線

。

め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

さ
い

（

）

（

）

⑧
・
⑨

略
⑧
・
⑨

略

⑩
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
に
該
当

⑩
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
に
該
当

5
2

5
2

、
、

す
る
場
合
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

す
る
場
合
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

1
2

1
1

お
い
て
は

８
欄
の

へ
に

同
条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
の
規
定
に
基

お
い
て
は

８
欄
の

へ
に

同
条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
の
規
定
に
基

「

」

「

」

、
、

、
、

づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
1
2

1
1

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

。
。

だ
さ
い

だ
さ
い

5
7

（

）

⑪
建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ

新
設

、

り
現
に
特
例
容
積
率
の
限
度
が
公
告
さ
れ
て
い
る
と
き
は

８
欄
の

チ
に

「

」

、

。

そ
の
旨
及
び
当
該
特
例
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

⑫
建
築
物
の
敷
地
が
建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
若
し
く
は
同
法
第

条
の
５

⑪
建
築
物
の
敷
地
が
建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
若
し
く
は
同
法
第

条
の
２

5
3

5
7

5
3

5
7

第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
又
は
建
築
物
が
同
法
第

条
第
３
項

第
５
項
若
し

第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
又
は
建
築
物
が
同
法
第

条
第
３
項

第
５
項
若
し

5
3

5
3

、
、

く
は
第
６
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

８
欄
の

ト
に

同
条
第
２

く
は
第
６
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

８
欄
の

ト
に

同
条
第
２

「

」

「

」

、
、

、
、

項
第
３
項

第
５
項
又
は
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築

項
第
３
項

第
５
項
又
は
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築

、
、

、
、

。
。

物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（

）

（

）

⑬
⑱

略
⑫

⑰
略

～
～

⑲
欄
の

ヘ
の
延
べ
面
積
及
び

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

⑱
欄
の

ヘ
の
延
べ
面
積
及
び

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

1
1

「

」

「

」

1
1

「

」

「

」

延
べ
面
積
は

各
階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
延
べ
面
積
は

各
階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ

「

」

（

「

」

（

、
、

の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
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の
３
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途

の
３
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途

、
、

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

ハ
に
記
入
し

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

ハ
に
記
入
し

）

「

」

）

「

」

、
、

た
床
面
積
及
び

ニ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物

た
床
面
積
及
び

ニ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物

「

」

（

「

」

（

の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内

の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内

、
、

の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と

の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と

）

）

し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

。
。

5
2

1
2

5
2

1
1

、
、

「

」

「

「

」

「

い
て
は

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
敷
地
面
積
は

８
欄
の

い
て
は

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
敷
地
面
積
は

８
欄
の

、
、

、
、

。
。

ホ
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

ホ
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

」
（2

）

」
（2

）

（

）

（

）

⑳
略

⑲
略

（

）

（

）

４
略

４
略

．
．

（

）
（

）

（

）
（

）

第
六
十
五
号
の
二
様
式

第
十
条
の
二
十
一
関
係

Ａ
４

第
六
十
五
号
の
二
様
式

第
十
条
の
二
十
一
関
係

Ａ
４

許
可
取
消
申
請
書

許
可
取
消
申
請
書

（

）

（

）

第
一
面

第
一
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
二
面

第
二
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

第
三
面

第
三
面

（

）

（

）

略
略

（

）

（

）

注
意

注
意

（

）

（

）

１
・
２

略
１

・
２

略

．
．

．
．

３
第
二
面
関
係

３
第
二
面
関
係

．
．

（

）

（

）
①

⑥
略

①
⑥

略
～

～

⑦
８
欄
の

イ
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し

⑦
８
欄
の

イ
は

建
築
物
の
敷
地
が

２
以
上
の
用
途
地
域
若
し

「

」
（1

）

「

」
（1

）

、
、

、
、

く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号

く
は
高
層
住
居
誘
導
地
区

建
築
基
準
法
第

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号

5
2

5
2

、
、
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ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

ま
で
に
規
定
す
る
容
積
率
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域
又
は
同
法
第

、
、

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層

条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
ぺ
い
率
若
し
く
は
高
層

5
3

5
3

住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い

住
居
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
ぺ
い

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が

率
の
最
高
限
度
の
異
な
る
地
域

地
区
若
し
く
は
区
域

以
下

用
途
地
域
が

（

「

（

「

、
、

異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

異
な
る
地
域
等

と
い
う

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は

用
途
地
域
が
異

」

）

」

）

。
。

、
、

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
が
異
な
る
地
域
等
に
対
応
す
る

な
る
地
域
等
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
等
に
対
応
す
る
敷
地
の
面
積
を
記
入

、
、

敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

し
て
く
だ
さ
い

イ
は

同
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す

。
。

「

」
（2

）

5
2

1
2

「

」
（2

）

5
2

1
1

、
、

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

る
場
合
に
お
い
て

同
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
き

イ
で
記
入

1
3

「

1
2

「

」
（1

）

、
、

、
、

イ
で
記
入
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
し
た
敷
地
面
積
に
対
応
す
る
敷
地
の
部
分
に
つ
い
て

建
築
物
の
敷
地
の
う
ち

」
（1

）

、
、

築
物
の
敷
地
の
う
ち
前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定

前
面
道
路
と
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線

。

め
ら
れ
た
限
度
の
線
と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

と
の
間
の
部
分
を
除
い
た
敷
地
の
面
積
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

さ
い

（

）

（

）

⑧
・
⑨

略
⑧
・
⑨

略

⑩
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
に
該
当

⑩
建
築
物
の
敷
地
が

建
築
基
準
法
第

条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
に
該
当

5
2

5
2

、
、

す
る
場
合
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

す
る
場
合
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

1
2

1
1

お
い
て
は

８
欄
の

へ
に

同
条
第
７
項
若
し
く
は
第
９
項
の
規
定
に
基

お
い
て
は

８
欄
の

へ
に

同
条
第
６
項
若
し
く
は
第
８
項
の
規
定
に
基

「

」

「

」

、
、

、
、

づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
８
項
若
し
く
は
第

項
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
又
は
同
条
第
７
項
若
し
く
は
第

項
1
2

1
1

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
容
積
率
を
記
入
し
て
く

。
。

だ
さ
い

だ
さ
い

5
7

（

）

⑪
建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て

建
築
基
準
法
第

条
の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ

新
設

、

り
現
に
特
例
容
積
率
の
限
度
が
公
告
さ
れ
て
い
る
と
き
は

８
欄
の

チ
に

「

」

、

。

そ
の
旨
及
び
当
該
特
例
容
積
率
の
限
度
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

⑫
建
築
物
の
敷
地
が
建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
若
し
く
は
第

条
の
５
第
２

⑪
建
築
物
の
敷
地
が
建
築
基
準
法
第

条
第
２
項
若
し
く
は
同
法
第

条
の
２

5
3

5
7

5
3

5
7

項
に
該
当
す
る
場
合
又
は
建
築
物
が
同
法
第

条
第
３
項

第
５
項
若
し
く
は

第
２
項
に
該
当
す
る
場
合
又
は
建
築
物
が
同
法
第

条
第
３
項

第
５
項
若
し

5
3

5
3

、
、

第
６
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

８
欄
の

ト
に

同
条
第
２
項

く
は
第
６
項
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

８
欄
の

ト
に

同
条
第
２

「

」

「

」

、
、

、
、

、

第
３
項

第
５
項
又
は
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築
物
の

項
第
３
項

第
５
項
又
は
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
当
該
建
築

、
、

、

。
。

建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

物
の
建
ぺ
い
率
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
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（

）

（

）

⑬
⑱

略
⑫

⑰
略

～
～

⑲
欄
の

ヘ
の
延
べ
面
積
及
び

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

⑱
欄
の

ヘ
の
延
べ
面
積
及
び

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

1
1

「

」

「

」

1
1

「

」

「

」

延
べ
面
積
は

各
階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
延
べ
面
積
は

各
階
の
床
面
積
の
合
計
か
ら

ロ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ

「

」

（

「

」

（

、
、

の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

の
３
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途

の
３
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内
の
建
築
物
の
住
宅
の
用
途

、
、

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

ハ
に
記
入
し

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
３
分
の
１
の
面
積

ハ
に
記
入
し

）

「

」

）

「

」

、
、

た
床
面
積
及
び

ニ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物

た
床
面
積
及
び

ニ
に
記
入
し
た
床
面
積

こ
の
面
積
が
敷
地
内
の
建
築
物

「

」

（

「

」

（

の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内

の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は

敷
地
内

、
、

の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と

の
建
築
物
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
の
５
分
の
１
の
面
積

を
除
い
た
面
積
と

）

）

し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

し
ま
す

ま
た

建
築
基
準
法
第

条
第

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

。
。

5
2

1
2

5
2

1
1

、
、

い
て
は

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
敷
地
面
積
は

８
欄

ホ
い
て
は

ト
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
敷
地
面
積
は

８
欄

ホ

「

」

「

「

」

「

、
、

、
、

。
。

」
（2

）

」
（2

）

に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す

（

）

（

）

⑳
略

⑲
略

（

）

（

）

４
略

４
略

．
．

（

）
（

）

（

）

（

）

第
六
十
七
号
の
三
様
式

第
十
条
の
二
十
三
関
係

Ａ
４

略
新
設

（

）
（

）

（

）

（

）

第
六
十
七
号
の
四
様
式

第
十
条
の
二
十
三
関
係

Ａ
４

略
新
設

（

）
（

）

（

）

（

）

第
六
十
七
号
の
五
様
式

第
十
条
の
二
十
三
関
係

Ａ
４

略
新
設

（

）
（

）

（

）

（

）

第
六
十
七
号
の
六
様
式

第
十
条
の
二
十
三
関
係

Ａ
４

略
新
設

別
記
第
七
十
号
様
式

別
記
第
九
十
四
号
様
式

（
削
除
）

～
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